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一

　
　
　

目　

次

　

第
一
章　

水
と
天

　

第
二
章　

色
彩
に
つ
い
て

　

第
三
章　

虚
と
実　

　

漱
石
の
洋
行
前
の
漢
詩
に
お
け
る
叙
景
表
現
に
つ
い
て
、
第
一
章
で
は
、
紀
行
詩

を
中
心
に
水
と
天
が
融
合
し
た
壮
大
な
世
界
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
以
下
の
第
二
章
で
は
、
そ
の
世
界
を
特
徴
づ
け
る
色
彩
に
つ
い
て
論
述
す

る
。
な
お
底
本
、
参
考
文
献
な
ど
の
基
本
情
報
は
、
第
一
章
の
注
に
拠
り
、
再
掲
し

な
い
。

第
二
章　

色
彩
に
つ
い
て

　

漱
石
詩
の
叙
景
表
現
は
、
豊
か
な
色
彩
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
色
彩
語
を
用
い
る
場

合
と
そ
う
で
な
い
場
合
（
例
え
ば
、
漱
石
愛
好
の
植
物
、
松
・
竹
・
柳
・
菊
・
梅
な

ど
）
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
者
の
詩
篇
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
や

特
質
を
有
し
、
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
を
究
明
す
る
。

　

ま
ず
学
生
時
代
の
作
10
詩
に
、
早
く
も
色
彩
が
充
溢
し
て
い
る
。
子
規
は
初
め
て

の
自
作
文
集
『
七
草
集
』）

1
（

を
友
人
た
ち
に
回
覧
し
、
漱
石
は
そ
の
批
評
を
漢
詩
文
で

著
わ
し
た
（
明
治
二
十
二
年
五
月
）
が
、
10
詩
は
漢
文
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
漢
詩
九

首
（
9
～
17
、
す
べ
て
七
絶
）
の
第
二
首
で
あ
る
。

　
　

幾
年
零
落
亦
風
流　
　
　

幾
年
の
零
落　

亦
た
風
流

　
　

好
賃
江
頭
香
月
樓　
　
　

好
し　

賃か

ら
ん　

江
頭
の
香
月
楼

　
　

麥
緑
菜
黃
吟
欲
盡　
　
　

麦
緑
菜
黄　

吟　

尽
く
さ
ん
と
欲
す
る
に

　
　

又
逢
紅
蓼
白
蘋
秋　
　
　

又
逢
ふ　

紅
蓼
白
蘋
の
秋　
　

　

起
承
句
は
、
具
体
的
に
は
、
子
規
が
学
業
を
放
り
出
し
、
墨
田
川
畔
長
命
寺
境
内

に
あ
っ
た
桜
餅
屋
、
月
香
楼
（
承
句
は
平
仄
の
た
め
に
転
倒
）
の
一
室
を
借
り
て

『
七
草
集
』
の
執
筆
編
集
に
明
け
暮
れ
た
こ
と
を
指
し
、
そ
れ
も
「
亦
た
風
流
」
と

評
価
す
る
。
転
結
句
に
四
種
の
色
彩
語
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
転
句
は
麦
と
菜
の

花
が
詠
わ
れ
て
春
の
季
節
感
を
、
結
句
は
「
秋
」
を
表
現
し
て
、
対
比
し
な
が
ら
季

節
の
推
移
を
詠
っ
て
い
る
。
起
句
の
「
風
流
」
は
字
義
に
則
せ
ば
「
風
の
流
れ
」
を
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二

文
学
部
紀
要
　
第
八
十
二
号

も
連
想
さ
せ
、
転
句
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
、
眼
前
に
広
が
る
麦
畑
は
、
春
風
に
靡
く

よ
う
に
緑
の
漣
を
寄
せ
て
は
返
す
。
菜
の
花
の
黄
色
い
花
び
ら
も
ひ
ら
ひ
ら
翻
っ
て

蝶
々
も
招
き
寄
せ
ら
れ
そ
う
だ
。
色
彩
が
後
置
さ
れ
て
、
物
象
よ
り
も
「
緑
」
と

「
黄
」
の
広
が
り
が
印
象
的
で
あ
る
。
結
句
の
「
紅
蓼
」
は
蓼た
で

の
花
で
陸
生
も
あ
る

が
、「
江
頭
」
と
あ
る
よ
う
に
、
浮
草
の
「
白
蘋
」（
田
字
草
）
と
と
も
に
水
生
の
種

類
を
指
す
。
初
秋
、
霜
の
降
り
る
前
に
花
が
咲
き
、
そ
の
色
は
淡
紅
色
と
い
う
。

「
白
蘋
」
の
「
白
」
は
、
五
行
説
で
も
秋
に
該
当
す
る
よ
う
に
、
色
自
体
の
清
涼
感

が
季
節
感
を
醸
し
出
す
。「
紅
」
と
「
白
」
の
二
色
の
植
物
が
秋
を
象
徴
し
、
転
句

の
春
か
ら
秋
へ
の
時
の
流
れ
は
、
起
句
冒
頭
「
幾
年
零
落
」
と
い
う
時
間
の
推
移
と

呼
応
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
転
結
句
十
四
字
の
中
に
八
字
を
詠
み
こ
む
と

い
う
破
天
荒
な
試
み
で
あ
る
。
当
該
作
の
評
価
は
さ
て
お
き
、
漱
石
が
早
い
時
期
か

ら
如
何
に
色
彩
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
二
種
の
四
字
句
は
、
第
一
章
に
お
い
て
引
用
し
た
『
文
学
論
』
中
の
色
彩
に

関
す
る
記
述
に
記
さ
れ
て
い
る
。
漱
石
は
、
詩
の
基
本
的
成
分
と
し
て
色
彩
を
重
視

し
、「
支
那
詩
」
は
「
特
に
此
方
面
に
於
て
異
彩
を
放
つ
も
の
」
と
評
価
し
た
。
そ

れ
に
続
け
て
例
示
す
る
四
字
句
の
中
に
、
右
の
二
種
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
紅
燈
緑
酒
、
白
蘋
紅
蓼
、
麥
緑
菜
黄
、
白
雲
青
山
」
の
四
種
で
あ
る
。『
文
学
論
』

は
、
朝
日
入
社
直
後
の
明
治
四
十
年
五
月
刊
行
で
、
帝
大
で
の
講
義
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
留
学
と
帰
国
後
の
約
十
年
に
亘
る
漢
詩
の
空
白
期
、
す
な
わ
ち

第
一
期
と
第
二
期
（
伊
豆
大
患
期
）
の
中
間
に
当
た
り
、
執
筆
中
、
漱
石
の
脳
裡
に

浮
ん
だ
詩
句
が
、
10
詩
の
四
字
句
を
含
む
初
期
の
作
だ
っ
た
の
も
当
然
か
も
し
れ
な

い
。
彼
は
続
け
て
、
そ
れ
ら
の
四
字
句
の
よ
う
な
色
彩
語
は
「
常
に
詩
中
に
織
り
込

ま
れ
て
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
妙
味
を
添
ふ
る
も
の
な
り
。W

undt

氏
の
説）

（
（

に
従
ヘ
ば

〈
白
色
は
華
美
を
、
緑
色
は
静
け
き
楽
を
想
起
し
、
赤
色
は
勢
力
に
通
ず
る
も
の
な

り
〉。
な
ほ
通
俗
に
所
謂
補
色
と
称
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
も
色
学
上
重
要
の
着
目
点

な
る
べ
し
」
と
述
べ
る
（
四
三
頁
）。
こ
こ
に
漢
詩
に
お
け
る
漱
石
の
基
本
的
な
色

彩
観
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
一
、
形
容
す
る
対

象
の
多
く
は
、
自
然
の
景
物
で
あ
り
、
二
、
単
な
る
美
的
彩
色
表
現
の
み
な
ら
ず
、

何
ら
か
の
感
情
や
イ
メ
ー
ジ
、
寓
意
を
想
起
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
と
し
、
三
、
例
示

の
四
字
句
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
補
色
」
の
重
要
性
も
含
め
て
、
単
色
よ
り
も
二

色
を
用
い
た
方
が
よ
り
効
果
的
と
い
う
二
元
論
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
漱
石
詩
に

お
い
て
如
何
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
右
の
四
字
句
の
基
づ
く
と
こ
ろ
を
検
証
し

な
が
ら
、
漱
石
詩
の
色
彩
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
節　

紅
と
緑

　

そ
も
そ
も
「
色
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
千
々
岩
英
彰
『
色
彩
学
概
説）

（
（

』
は
、
三

種
の
分
類
を
提
示
す
る
。
1
「
現
象
的
様
相
に
よ
る
分
類
」、
（
「
感
覚
知
覚
的
属

性
に
よ
る
分
類
」、
（
「
心
理
的
作
用
に
よ
る
分
類
」
で
あ
る
（
十
三
～
十
八
頁
）。

1
は
、
対
象
の
性
質
と
関
連
し
た
知
覚
現
象
に
拠
る
分
類
で
、「
面
色
」（
物
体
に
属

さ
ず
、
空
間
中
の
大
き
な
面
に
広
が
り
厚
み
が
無
く
平
面
に
見
え
る
よ
う
な
色
。
例

え
ば
青
空
）、「
表
面
色
」（
不
透
明
な
物
体
の
表
面
の
色
）、「
空
間
色
」（
物
体
の
性

質
も
面
の
性
質
も
持
た
ず
透
明
感
を
伴
う
色
。
例
え
ば
湖
水
）
な
ど
で
あ
る
。
第
一

章
で
説
い
た
よ
う
に
、
漱
石
詩
の
特
質
の
一
つ
は
、
天
と
水
で
あ
り
、
こ
の
分
類
で

は
、「
面
色
」
と
「
空
間
色
」
が
多
を
占
め
る
と
い
え
よ
う
。
（
は
、
い
わ
ゆ
る

「
色
の
三
属
性
（
色
相
・
彩
度
・
明
度
）」
を
指
す
。
三
属
性
の
関
係
は
、
三
次
元
の

空
間
で
表
さ
れ
、「
色
立
体
」
ま
た
は
「
色
の
樹
」
と
も
い
い
、
す
べ
て
の
色
は
こ
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三

の
立
体
の
中
に
含
ま
れ
る
。
（
の
心
理
的
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
か
の
ゲ
ー

テ
（
一
七
四
九
～
一
八
三
二
）
の
『
色
彩
論）

（
（

』
で
あ
る
。
詩
人
、
小
説
家
と
し
て
高

名
な
ゲ
ー
テ
は
、
自
然
科
学
に
も
深
い
関
心
を
持
ち
、
そ
の
一
つ
が
色
彩
研
究
で

あ
っ
た
。『
色
彩
論
』
は
、
三
部
構
成
で
、
第
一
部
「
教
示
篇
」
は
経
験
に
基
づ
く

理
論
的
見
解
、
第
二
部
「
論
争
篇
」
は
反
ニ
ュ
ー
ト
ン
論
、
第
三
部
「
歴
史
篇
」

は
、
歴
史
的
お
よ
び
予
備
的
研
究
で
あ
る
。
拙
論
で
対
象
と
す
る
の
は
「
教
示
篇
」

で
あ
る
が
、
物
理
的
化
学
的
領
域
は
、
今
日
も
は
や
顧
み
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
殊
に

第
六
篇
「
色
彩
の
感
性
的
心
性
的
作
用
」
は
、
詩
人
、
小
説
家
な
ら
で
は
の
研
究

で
、
色
彩
を
視
覚
現
象
と
い
う
感
覚
と
し
て
捉
え
た
現
代
の
感
覚
心
理
学
と
い
う
べ

き
論
述
は
、
今
な
お
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
随
時
、
引
用
す
る
。

な
お
漱
石
の
ゲ
ー
テ
へ
の
言
及
は
、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』『
若
き
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』

を
中
心
に
、
第
一
章
注 （
17
） で
引
い
た
よ
う
に
、
自
殺
願
望
を
告
白
し
た
子
規
へ

の
書
簡
や
『
草
枕
』『
野
分
』
な
ど
に
散
見
し
て
、
欧
米
の
代
表
的
作
家
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
る
。

　

ゲ
ー
テ
か
ら
お
よ
そ
百
年
後
の
前
掲W

undt

（
以
下
「
ヴ
ン
ト
」
と
称
す
。
一

八
三
二
～
一
九
二
〇
）
も
、「
感
情
三
方
向
説
」
を
説
い
た
と
い
う
（
千
々
岩
一
六

六
頁
）。「
快
と
不
快
」「
興
奮
と
鎮
静
」「
緊
張
と
弛
緩
」
の
三
方
向
で
あ
る
。
現
代

の
研
究
で
は
、
色
の
感
情
効
果
と
し
て
ア
評
価
性
・
イ
活
動
性
・
ウ
力
量
性
の
三
種

を
指
摘
す
る
が
、
ヴ
ン
ト
の
三
方
向
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
の
ア
イ
ウ
に
相
当
し
て
、

色
彩
に
お
け
る
感
情
の
三
次
元
的
作
用
を
意
味
す
る
。
彼
は
、
日
本
で
も
明
治
時
代

に
医
学
・
心
理
学
の
第
一
人
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
、
須
藤
新
吉
『
ヴ
ン
ト
の
心
理

学）
（
（

』
な
ど
が
、
紹
介
解
説
し
て
い
る
。「
感
情
三
方
向
説
」
に
つ
い
て
は
、
赤
と
青

を
例
に
し
て
、「
若
し
こ
の
二
つ
の
色
の
光
度
が
適
度
で
あ
れ
ば
、
両
方
の
色
は
共

に
快
の
感
情
を
與
へ
る
」（
第
一
章
第
十
節
「
単
純
感
情
」）。
だ
が
「
快
の
感
じ
以

外
に
更
に
異
っ
た
情
調
が
存
在
し
」、「
赤
い
色
は
吾
々
の
心
を
浮
き
立
た
せ
る
樣
の

氣
分
を
與
へ
、
青
色
は
吾
々
の
心
を
落
ち
着
け
る
樣
の
氣
分
を
與
へ
る
。
前
者
は
即

ち
興
奮
の
感
情
で
、
後
者
は
沈
静
の
感
情
で
あ
る
」（
二
一
二
頁
）
と
説
く
。
ま
た

補
色
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
、「
或
る
一
つ
の
色
を
そ
の
補
色
の
地
の
上
に
置
く
と
、

そ
の
色
の
飽
和
は
著
し
く
強
め
ら
れ
非
常
に
鮮
明
な
色
を
呈
す
る
」。
そ
の
対
比
は

二
色
の
接
触
に
よ
っ
て
発
生
す
る
の
で
、「
接
触
対
比
」
と
称
す
（
一
八
九
頁
）。
そ

し
て
「
美
的
要
素
感
情
」
と
い
う
観
点
か
ら
、「
色
の
調
和
と
は
、
多
数
の
色
を
配

合
す
る
場
合
に
生
ず
る
現
象
」
と
し
、
配
色
に
よ
っ
て
快
・
不
快
に
分
か
れ
、「
質

の
似
通
っ
た
色
」
同
士
の
配
色
（
赤
と
橙
、
赤
と
黄
な
ど
）
は
不
快
感
を
生
じ
る
の

に
対
し
て
、「
總
じ
て
対
比
の
關
係
を
有
す
る
樣
な
色
を
配
合
す
る
と
最
も
快
き
感

情
を
生
ず
る
」
と
述
べ
、「
赤
と
緑
と
の
配
合
な
ど
そ
の
一
例
」
と
挙
げ
る
（
三
〇

五
頁
）。『
文
学
論
』
に
於
け
る
漱
石
の
補
色
や
対
比
、
配
色
の
重
要
性
は
、
斯
く
の

如
き
ヴ
ン
ト
の
心
理
学
の
影
響
と
指
摘
で
き
よ
う
。
漱
石
が
詩
作
の
際
に
、
逐
一
そ

れ
ら
を
意
識
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
10
詩
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
初

期
の
詩
篇
か
ら
『
文
学
論
』
の
主
張
通
り
の
色
彩
表
現
を
試
み
て
い
る
。
と
い
う
よ

り
も
、
時
系
列
を
勘
案
す
れ
ば
、
初
期
の
漢
詩
創
作
の
中
で
得
た
見
解
を
、
後
年
、

ヴ
ン
ト
の
色
彩
論
に
よ
っ
て
回
顧
し
、
再
確
認
し
て
『
文
学
論
』
の
色
彩
観
に
ま
と

め
た
と
い
え
よ
う
。
次
に
提
示
す
る
の
は
、
10
詩
よ
り
も
さ
ら
に
早
い
十
代
の
作
で

あ
る
が
、
夙
に
「
緑
」
と
「
紅
」
の
補
色
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

漱
石
十
代
の
作
と
さ
れ
る
の
は
、
茨
城
県
下
館
で
発
行
さ
れ
た
文
芸
雑
誌
『
時

運
』
八
号
（
明
治
三
十
九
年
六
月
）
の
漢
詩
欄
に
掲
載
さ
れ
た
八
首
で
あ
る
。
其
四

（
「
奥
田
詞
兄
の
国
に
帰
る
を
送
る
」（
七
律
）
の
頸
聯
⑤
⑥
に
「
紅
」
と
「
緑
」
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が
見
え
る
。

　
　

③
一
朝
締
好
雖
新
識　
　
　

一
朝　

好よ
し
み

を
締む
す

び
て　

新
識
と
雖
も

　
　

④
廿
日
罄
歡
是
宿
縁　
　
　

廿ね
ん
じ
つ日　

歓
を
罄つ

く
す
は
是
れ
宿
縁

　
　

⑤
小
別
無
端
温
綠
酒　
　
　

小
別　

端
無
く
も　

緑
酒
を
温
め

　
　

⑥
蕪
詩
何
事
上
紅
箋　
　
　

蕪
詩　

何
事
ぞ　

紅
箋
（
紅
色
の
詩
箋
）
に
上
す

　
「
奥
田
詞
兄
」
と
は
、『
時
運
』
漢
詩
欄
の
選
者
、
奥
田
必
堂
な
る
人
物
で
、
一
海

注
に
拠
れ
ば
、
漱
石
の
「
少
年
時
代
の
詩
友
」。
神
田
の
共
立
学
舎
と
下
谷
の
漢
学

塾
に
通
っ
て
お
り
、
漱
石
は
、
明
治
十
六
年
九
月
か
ら
約
一
年
、
駿
河
台
の
成
立
学

舎
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
二
人
一
緒
に
神
田
で
下
宿
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

右
の
詩
は
、
奥
田
氏
が
故
郷
の
下
館
に
帰
省
す
る
の
を
見
送
る
作
。
二
人
は
知
り

合
っ
て
間
も
な
い
（「
新
識
」）
が
、
意
気
投
合
し
て
前
世
か
ら
の
縁
が
あ
る
運
命
的

出
会
い
だ
と
喜
ぶ
。「
綠
酒
」「
紅
箋
」
の
色
彩
は
美
称
で
あ
り
、
補
色
の
対
比
効
果

に
よ
っ
て
一
際
鮮
や
か
で
あ
る
。
学
生
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
豪
華
な
宴
の
雰
囲
気

を
醸
し
出
す
が
、
若
き
漱
石
の
精
一
杯
の
送
別
表
現
で
あ
ろ
う
。
漱
石
詩
の
諸
注
は

何
故
か
記
さ
な
い
が
、「
緑
酒
」
は
、
陶
淵
明
の
名
詩
「
諸
人
と
共
に
周
家
の
墓
柏

の
下
に
游
ぶ
」（
袁
行
霈
撰
『
陶
淵
明
集
箋
注
』
巻
二
、
五
古
四
韻）

（
（

）
を
踏
ま
え
る
。

「
今
日
は
天
気
佳
な
り
」
と
始
ま
り
、
多
く
の
人
々
と
周
家
の
墓
地
で
、
飲
め
や
歌

え
と
楽
し
む
。
墓
地
に
眠
る
人
に
感
じ
入
れ
ば
、
儚
い
人
生
、「
歓
を
為
す
」
べ
き

で
は
な
い
か
。「
清
歌
に
新
声
散
じ
、
緑
酒
に
芳
顔
開
く
」
と
詠
む
。
現
代
の
我
々

に
と
っ
て
は
墓
地
で
の
宴
に
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
っ
て
お
き
の
美

酒
を
飲
ん
で
、
今
こ
の
時
を
精
一
杯
楽
し
も
う
と
い
う
趣
意
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。

　

二
語
の
対
句
は
、
管
見
の
限
り
、
唐
宋
の
三
首
に
限
ら
れ
る
。
宋
代
の
一
首
「
紅

箋　

管
（
筆
）
を
搦と

り
て　

紅
薬
（
芍
薬
）
を
吟
じ
、
緑
酒　

罇
に
盈
ち
て　

緑
鬟

舞
ふ
」（「
子
華
舎
人
の
朝
を
退
き
て
官
舎
に
小
飲
す
る
に
答
ふ
」
七
律
頸
聯
、『
歐

陽
脩
全
集
』
巻
十
二）

7
（

）
は
、
詩
人
が
朝
廷
か
ら
帰
っ
た
後
、
官
舎
で
の
「
小
飲
」
を

楽
し
む
光
景
を
詠
う
。
作
者
は
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）、
言
う
ま
で
も

な
く
唐
宋
八
家
の
一
人
で
北
宋
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
る
。
漱
石
の
蔵
書
目
録
に
も

宋
代
の
選
集
や
『
六
一
詩
話
』
の
名
が
見
え
る
。
内
容
的
に
も
敢
え
て
「
紅
」「
緑
」

を
反
復
し
て
、
近
体
詩
の
禁
忌
を
犯
す
諧
謔
的
、
機
知
的
作
な
の
で
、
諧
謔
性
を
好

む
漱
石
な
ら
当
該
作
に
注
目
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
文
学
論
』
で
例
示
さ
れ
た
「
紅
燈
緑
酒
」
の
用
例
は
、
四
字
句
の
み
な
ら
ず
、

対
句
も
含
め
て
六
朝
、
唐
代
に
は
な
く
、
宋
代
で
は
対
句
一
首
の
み）

（
（

、
明
清
で
少
し

増
え
る
が
二
十
首
に
至
ら
ず
、
意
外
に
も
稀
少
句
で
あ
る
。
漱
石
詩
自
身
も
「
緑

酒
」
は
右
の
一
例
の
み
で
、「
紅
燈
」
は
用
い
て
い
な
い
。「
燈
」
の
9
用
例
の
う

ち
、
色
彩
と
関
わ
る
の
は
（
例
（
7（
・
175
）
の
み
で
、
い
ず
れ
も
「
青
」
で
あ
る
。

7（
詩
は
、「
病
骨　

稜
と
し
て
剣
の
如
く
、
一
燈　

青
く
し
て
愁
へ
ん
と
欲
す
」（
五

絶
転
結
句
、
明
治
四
十
三
年
九
月
二
十
日
）
と
詠
む
。
伊
豆
で
の
吐
血
後
、
病
臥
中

の
最
初
の
作
で
あ
る
。
旧
稿
で
李
賀
の
「
傷
心
行
」
の
影
響
を
指
摘
し
た
が
、「
青
」

は
、
そ
の
傷
心
を
表
し
て
い
よ
う
。
175
詩
は
、「
孤
臥
独
行　

友
朋
無
く
」
と
始
ま

り
、
第
四
句
に
「
青
は
重
陰
を
破
る　

一
点
の
燈
」（
七
律
、
没
年
九
月
二
十
五
日
）

と
詠
う
。
ポ
ツ
ン
と
一
つ
灯
る
灯
り
は
孤
独
の
表
象
で
あ
る
。「
燈
」
の
本
来
の
色

は
物
理
的
に
暖
色
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
青
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
特
質

の
一
つ
と
看
做
せ
よ
う
。
後
述
す
る
如
く
、
彼
の
寒
色
傾
向
を
も
物
語
る
。
そ
の
ほ

か
の
「
燈
」
も
（（
「
夜
は
形
影
を
分
か
ち
て　

暗
燈
愁
ふ
」、
158
「
幽
燈　

一
点　

高
人
の
夢
」
と
憂
愁
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
ほ
の
暗
い
。
漱
石
の
「
燈
」

は
、
彼
の
暗
く
孤
独
な
心
情
を
表
現
し
て
お
り
、
ヴ
ン
ト
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
心
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五

を
浮
き
立
た
せ
る
よ
う
な
」
勢
い
の
よ
い
「
紅
」
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
漱
石
が
稀
少
句

の
「
紅
燈
緑
酒
」
を
例
示
し
た
理
由
は
不
明
だ
が
、「
紅
燈
」
と
「
緑
酒
」、
各
々
個

別
の
用
例
と
し
て
は
数
多
あ
る
の
で
、
彼
自
身
が
結
び
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
す

れ
ば
こ
こ
に
も
補
色
を
重
視
す
る
色
彩
観
を
見
出
し
得
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
学
生
時
代
最
後
の
作
（（
詩
（
七
絶
、
明
治
二
十
七
年
三
月
九
日
）
に

も
紅
と
緑
の
四
字
句
「
花
紅
柳
綠
」
が
見
え
る
。
一
海
注
に
拠
れ
ば
、
帝
大
の
同
級

生
、
菊
池
謙
二
郎）

9
（

に
宛
て
た
書
簡
（0
中
に
記
さ
れ
た
作
で
あ
る
。
漱
石
は
医
師
か
ら

肺
病
と
言
わ
れ
て
死
を
覚
悟
し
、
せ
め
て
悟
り
を
得
て
「
恬
淡
寡
欲
の
君
子
と
な
ら

ん
」
と
思
っ
た
が
、「
生
来
の
俗
気
は
依
然
不
改
」
と
い
う
次
第
を
詠
ん
だ
と
い
う
。

同
書
簡
で
は
、
幸
い
な
こ
と
に
、
そ
の
後
、「
愈
壮
健
に
相
成
り
し
も
左
程
差
当
り

て
の
心
配
は
な
し
抔
申
きマ
マ

聞
け
候
」
と
記
す
。

　
　

閑
却
花
紅
柳
綠
春　
　
　

閑
却
す　

花
紅
柳
緑
の
春

　
　

江
樓
何
暇
醉
芳
醇　
　
　

江
楼　

何
ぞ
芳
醇
に
酔
ふ
に
暇
あ
ら
ん

　
　

猶
憐
病
子
多
情
意　
　
　

猶
ほ
憐
れ
む　

病
子
情
意
多
く

　
　

獨
倚
禪
牀
夢
美
人　
　
　

独
り
禅ぜ
ん
し
ょ
う牀
に
倚
り
て　

美
人
を
夢
む
る
を

　

世
は
春
た
け
な
わ
、
水
辺
の
高
殿
で
酒
を
飲
ん
で
楽
し
む
季
節
だ
が
、
肺
病
で
い

つ
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
自
分
に
は
そ
ん
な
風
流
心
は
な
い
と
い
う
心
情
の
吐
露

か
ら
始
め
る
。
書
簡
中
に
も
、
肺
病
と
言
わ
れ
た
と
き
、「
遺
伝
と
伝
染
と
両
方
へ

転
ん
で
も
は
ず
れ
そ
う
の
な
き
小
生
」
ゆ
え
に
、「
兼
て
覚
悟
は
致
居
候
へ
ば
今
更

の
様
に
驚
愕
は
不
仕
」
と
心
境
を
記
す
。「
遺
伝
」
と
は
二
十
歳
の
時
、
二
人
の
兄

を
相
次
い
で
肺
病
で
亡
く
し
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
死
に
も
動
転
せ
ず
、
喀

血
ご
と
き
で
心
痛
せ
ず
と
い
う
。
強
が
り
も
あ
ろ
う
。
だ
が
覚
悟
達
観
し
て
い
て

も
、
転
句
で
は
、
そ
れ
で
も
や
は
り
（「
猶
」）
俗
情
は
捨
て
き
れ
な
い
と
述
べ
、
座

禅
を
組
ん
で
も
「
美
人
を
夢
」
み
て
、
悟
り
に
は
程
遠
い
体
た
ら
く
と
詠
う
。

　
「
花
紅
柳
緑
」
は
、
一
見
、
典
型
的
な
春
の
季
節
感
を
表
す
が
、
本
来
は
禅
語
で
、

天
然
あ
る
が
ま
ま
の
姿
こ
そ
真
実
と
い
う
意
味
（『
禪
林
句
集
』
四
言
に
「
柳
緑
花

紅
」
を
収
載
。
出
『
五
祖
法
演
禅
師
語
録
』）
で
あ
る
。
結
句
の
「
禅
牀
に
倚
る
」

が
、
彼
が
抱
え
て
い
る
憂
愁
あ
る
い
は
煩
悩
か
ら
の
悟
達
を
禅
に
求
め
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
実
際
、
彼
の
悟
達
へ
の
希
求
は
真
実
で
、
こ
の
年
十
二
月

末
か
ら
鎌
倉
の
円
覚
寺
に
参
禅
す
る
。「
禪
牀
」
は
「
花
紅
柳
緑
」
が
禅
語
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
た
措
辞
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
こ
で
は
鮮
や
か
な
補
色
効
果
で
春

爛
漫
を
印
象
付
け
る
だ
け
で
、
禅
的
内
容
を
殊
更
に
含
意
す
る
も
の
で
は
な
い
。
当

該
詩
は
親
し
い
友
人
に
諧
謔
的
自
嘲
的
に
、
悟
達
ど
こ
ろ
か
俗
臭
芬
々
た
る
さ
ま
を

告
白
し
た
と
解
せ
よ
う
。

　

漱
石
は
そ
の
後
、『
明
暗
』
時
代
の
194
詩
（
没
年
大
正
五
年
十
月
十
八
日
、
七
律
）

に
再
度
、「
花
紅
柳
綠
」
を
用
い
て
い
る
。

　
　

①
舊
識
誰
言
別
路
遙　
　
　

旧
識　

誰
か
言
ふ　

別
路
遥
か
な
り
と

　
　

②
新
知
卻
在
客
中
邀
　　
　

新
知　

却
っ
て
客
中
に
在
り
て
邀む
か

ふ

　
　

③
花
紅
柳
綠
前
緣
盡　
　
　

花
紅
柳
緑　

前
縁
尽
き

　
　

④
鷺
暗
鴉
明
今
意
饒　
　
　

鷺ろ
あ
ん暗
鴉あ

明め
い　

今
意
饒ゆ
た

か
な
り

　
　

⑤
石
上
長
垂
紈
繡
帳　
　
　

 

石
上
長
し
へ
に
垂
る　

紈
繍
（
刺
繍
入
り
白
絹
）

の
帳

　
　

⑥
巖
頭
忽
見
木
蘭
橈　
　
　

巌
頭　

忽
ち
見
る　

木
蘭
の
橈か
い

　
　

⑦
眼
晴
百
轉
無
奇
特　
　
　

眼
晴
百
転
す
る
も　

奇
特
無
く

　
　

⑧
鷄
去
鳳
來
我
弄
簫　
　
　

鶏
去
り
鳳
来
ら
ば　

我　

簫
を
弄
ば
ん

　

本
来
、
散
句
で
然
る
べ
き
首
聯
に
も
対
句
を
用
い
て
、「
舊
識
」
と
「
新
知
」
を



六

文
学
部
紀
要
　
第
八
十
二
号

対
比
さ
せ
、
旧
友
も
別
れ
れ
ば
遠
い
存
在
に
な
る
が
、
そ
の
一
方
、
旅
先
で
も
新
し

い
出
会
い
は
あ
る
と
詠
う
。
第
一
句
の
「
誰
言
」
は
、
故
事
成
語
に
も
な
っ
て
い
る

「
去
る
者
は
日
び
に
以
て
疎
し
、
来
る
者
は
、
日
び
に
以
て
親
し
」（「
古
詩
十
九
首
」

第
十
四
首
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
頷
聯
③
の
「
前
緣
」
す
な
わ

ち
旧
友
と
の
え
に
し
は
、
春
に
な
れ
ば
、
花
や
柳
が
「
紅
や
緑
」
に
染
ま
り
、
や
が

て
は
朽
ち
る
自
然
界
の
摂
理
と
同
様
、
あ
る
が
ま
ま
で
消
え
た
と
し
て
も
、
④
「
今

意
」
す
な
わ
ち
新
た
な
邂
逅
に
豊
か
に
恵
ま
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
た
め
に
は
、
鷺
は

白
く
烏
は
黒
い
と
い
う
狭
量
頑
迷
な
固
着
観
念
か
ら
自
由
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。

頸
聯
⑤
⑥
も
非
現
実
的
配
置
の
例
を
挙
げ
て
、
既
成
概
念
か
ら
の
解
放
を
提
起
す

る
。
深
山
の
岩
の
上
に
室
内
の
美
し
い
帳
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
て
も
、
そ
そ
り
立
つ

岩
壁
の
上
に
香
り
高
い
舟
の
櫂
が
置
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
何
度
見
返
し
て
も

（「
眼
晴
百
轉
」）、
決
し
て
「
奇
特
」
で
も
、
何
で
も
な
い
。
そ
こ
に
あ
れ
ば
そ
れ
が

自
然
な
の
だ
。「
花
が
紅
く
、
柳
が
緑
」
の
如
く
に
。
こ
の
色
彩
は
、
あ
る
が
ま
ま

の
自
然
で
あ
り
、
い
わ
ば
季
節
を
超
え
た
季
節
表
現
で
あ
る
が
、
季
節
は
推
移
す
る

こ
と
、
す
べ
て
の
存
在
は
「
去
来
」
し
、
永
遠
不
変
の
固
定
的
実
態
で
は
な
い
こ
と

を
寓
し
て
い
る
。
そ
の
対
語
と
し
て
色
で
は
な
く
、「
明
」「
暗
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
漱
石
に
と
っ
て
「
色
彩
」
と
「
明
暗
」
は
必
然
的

に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
明
暗
』
時
代
の
諸
作
は
、
総
じ
て
禅
的
内
容
で
、
門
外
漢
に
は
右
の
如
く
大
意

を
記
す
ほ
か
な
い
が
、
漱
石
ら
し
い
意
表
を
つ
く
発
想
で
あ
る
。
約
二
十
年
前
の

「
花
紅
柳
緑
」
が
、
第
二
・
三
期
を
飛
び
越
し
て
こ
こ
で
用
い
ら
れ
、
い
わ
ば
先
祖

返
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
四
字
句
は
、
学
生
時
代
の
単
な
る
繰
返
し
で
は
な
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
194
詩
の
一
か
月
後
、
十
一
月
の
初
め
、
漱
石
山

房
の
木
曜
会
で
、
芥
川
・
久
米
ら
と
宗
教
問
答
を
し
て
、
こ
の
四
字
句
を
口
に
し
た

と
い
う
。
あ
る
若
者
が
「
不
合
理
な
る
が
故
に
わ
れ
信
ず
」
と
い
う
逆
説
的
こ
と
ば

を
挙
げ
て
質
問
す
る
と
、
漱
石
は
「
柳
は
緑
に
花
は
紅
で
そ
れ
で
い
い
じ
ゃ
な
い

か
。
あ
る
も
の
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
。
そ
れ
が
信
と
い
ふ
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か
」
と
答
え
た
と
い
う
（
松
岡
譲
『
漱
石
先
生）
（1
（

』）。
詳
細
は
同
書
に
譲
る
が
、「
信
」

を
考
え
る
際
に
、
そ
も
そ
も
「
理
」
に
合
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
観
点
が
間
違
っ

て
お
り
、「
あ
る
も
の
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
無
心
の
悟
達
こ

そ
要
諦
だ
と
説
い
た
の
で
あ
る
。「
緑
」
と
「
紅
」
と
い
う
鮮
や
か
な
色
彩
対
比
に

自
然
の
摂
理
そ
の
も
の
を
象
徴
さ
せ
て
。

　

斯
く
の
如
く
、
漱
石
は
、
学
生
時
代
の
「
花
紅
柳
緑
」
と
い
う
四
字
句
を
約
二
十

年
後
の
194
詩
に
禅
語
と
し
て
用
い
た
。
吉
川
幸
次
郎
『
漱
石
詩
注
』
の
当
該
詩
注
が

述
べ
る
よ
う
に
、「
こ
の
四
字
は
、
自
然
な
、
し
か
し
常
識
的
で
あ
る
ゆ
え
に
陳
腐

な
、
認
識
を
い
う
で
あ
ろ
う
」（
第
一
刷
、
一
九
三
頁
）
と
い
う
見
解
を
一
見
抱
か

せ
な
が
ら
、
そ
れ
を
裏
切
る
禅
語
の
深
さ
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
陳
明
順
『
漱
石

漢
詩
と
禅
の
思
想
』
第
三
章
「
晩
年
の
漢
詩
と
禅
の
思
想
」
は
、
禅
的
立
場
か
ら
当

該
詩
を
評
し
、
頷
聯
に
つ
い
て
、「
元
来
は
白
鷺
が
明
る
く
、
黒
鴉
が
暗
い
も
の
で

あ
る
」
が
、
そ
う
し
た
俗
世
的
見
解
は
、「
無
相
が
真
心
で
あ
り
、
有
相
の
念
が
妄

心
で
あ
る
こ
と
を
覚
知
し
て
み
る
と
、
森
羅
万
象
に
対
す
る
執
着
か
ら
逃
れ
、
固
定

観
念
か
ら
自
由
に
な
る
」
と
説
く）
（（
（

。「
明
暗
」
に
つ
い
て
も
、
各
々
「
別
に
存
在
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、「
暗
」
の
中
に
「
明
」
が
あ
り
、「
明
」
の
中
に
「
暗
」
が
あ

る
道
理
を
感
得
し
た
事
を
示
唆
し
て
い
る
」
と
説
き
、『
碧
巌
録
』
第
八
十
六
則

「
雲
門
厨
庫
三
門
」
の
【
評
唱
】「
到
這
裏
、
当
明
中
有
暗
、
暗
中
有
明
、
皆
如
前
後

歩
（
這こ

裏こ

に
到
っ
て
、
明
中
に
当
っ
て
暗
有
り
、
暗
中
に
明
有
り
、
皆
前
後
の
歩
み



夏
目
漱
石　

初
期
の
漢
詩　

第
二
章

七

の
如
し
）」
を
引
く
。「
す
な
わ
ち
、
明
る
い
こ
と
が
そ
の
ま
ま
暗
い
こ
と
で
、
暗
い

こ
と
が
そ
の
ま
ま
明
る
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
禅
理
を
悟
る
な
ら
絶
対
境
と
相
対
境

を
自
由
自
在
に
逍
遥
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
論
ず
。
漱
石
の
色
彩
と
明
暗
の
必
然

的
関
係
を
考
察
す
る
上
で
、
参
照
に
値
す
る
。
ま
た
陳
氏
は
「
花
紅
柳
緑
」
に
つ
い

て
、
漱
石
は
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
の
形
容
と
し
て
」
こ
の
「
禅
語
を
愛
用
し
、
自

分
の
文
学
の
精
神
の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
晩
年
に
な
っ
て
そ
の

禅
理
を
究
め
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
三
二
六
～
七
頁
）
と
述
べ
る
。
肯
綮
に
当
た
る
。

　

た
だ
「
花
紅
柳
緑
」
は
、
突
如
、
再
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
明
治
四
十
一
年
二

月
、
朝
日
主
催
の
講
演
を
ま
と
め
た
「
創
作
家
の
態
度
」（
巻
十
六
）
に
も
言
及
が

見
ら
れ
る
。
創
作
家
の
態
度
を
主
観
的
、
客
観
的
の
二
種
に
分
け
て
、
そ
の
特
性
に

つ
い
て
、
ま
ず
客
観
的
態
度
、
い
わ
ゆ
る
自
然
派
写
実
派
か
ら
始
め
る
。
彼
等
の
目

的
は
、「
真
を
発
揮
す
る
に
存
す
る
事
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
好
悪
、
真
偽
、

優
劣
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
だ
が
「
真
を
写
す
文
学
者
」
も
所
詮
人

間
、「
平
生
は
依
然
と
し
て
善
悪
に
拘
泥
し
、
美
醜
に
頓
着
し
、
壮
劣
に
留
意
す
る

人
間
で
あ
る
こ
と
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
事
実
で
あ
り
ま
す
。
柳
は
緑
、
花
は
紅
、

其
の
外
に
何
の
奇
が
あ
る
と
云
ひ
ま
す
。
然
し
実
際
は
か
う
素
気
無
い
世
の
中
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
柳
に
船
を
繋
ぎ
た
く
な
っ
た
り
、
花
の
下
で
扇
を
翳
し
た
く
な
る
の

が
人
情
で
あ
り
ま
す
」
と
説
く
。
彼
等
は
「
柳
は
緑
、
花
は
紅
」
こ
そ
絶
対
的
真
実

と
い
う
。
漱
石
は
そ
こ
に
一
種
の
頑
迷
さ
を
認
め
て
、
そ
の
「
真
」
を
如
何
様
に
も

解
釈
す
る
自
由
を
許
容
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
、
色
彩
自
体
の

無
限
定
の
抽
象
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
紅
花
」「
緑
柳
」
で
は
な
く
、「
花
紅
柳
緑
」

と
逆
転
し
て
表
記
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
四
字
句
は
、
初
期
の
春
爛
漫
の
作
に

端
を
発
し
て
、
色
彩
に
よ
っ
て
自
然
を
象
徴
さ
せ
、
一
貫
し
て
そ
こ
に
自
ら
の
思
念

を
寓
す
る
と
い
う
漱
石
漢
詩
の
特
質
を
物
語
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、「
紅
」
と
「
緑
」
の
配
色
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
色
彩
学
で
は
補
色
を
如

何
に
捉
え
る
か
を
付
言
し
て
お
く
。

　

前
述
し
た
色
の
三
属
性
の
一
つ
「
色
相
」
は
、「
赤
・
黄
・
緑
・
青
な
ど
の
色
の

質
的
性
質
の
相
違
を
表
し
」
特
定
の
波
長
成
分
の
範
囲
に
よ
っ
て
色
を
区
分
で
き
る

が
、
そ
れ
を
円
環
上
に
配
置
し
た
の
が
「
色
相
環
」
で
あ
る
。
原
色
を
何
に
す
る
か

に
よ
っ
て
、
種
々
の
色
相
環
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
色
相
環
に
お
い
て
も
、
補
色
と
は

二
色
が
相
対
し
て
、
円
の
中
心
を
通
る
弦
（
直
径
）
で
結
ば
れ
る
関
係
に
あ
る

（
千
々
岩
、
十
四
頁
）。
ゲ
ー
テ
も
色
を
一
つ
一
つ
個
別
で
は
な
く
、
色
環
の
上
で
有

機
的
に
繋
が
っ
て
い
る
と
捉
え
る
。
彼
は
「
あ
ら
ゆ
る
色
調
は
交
互
に
要
求
し
合

う
」
と
強
調
し
、「
直
径
上
に
相
対
立
す
る
色
彩
は
、
眼
の
中
で
相
互
に
要
求
し
合

い
」「
黄
は
菫
を
、
橙
は
青
を
、
深
紅
は
緑
を
要
求
し
、
ま
た
そ
の
逆
も
行
わ
れ
る
」

（「
教
示
篇
」
第
五
十
節
、
以
下
す
べ
て
「
教
示
篇
」。
ゲ
ー
テ
は
純
粋
な
赤
を
し
ば

し
ば
「
深
紅
」
と
称
す
）
と
説
く
。
す
な
わ
ち
色
は
、
漱
石
の
認
識
通
り
、
単
独
よ

り
も
相
互
の
色
が
要
求
し
合
う
対
比
性
に
よ
っ
て
、
存
在
が
よ
り
際
立
つ
。
そ
れ

は
、
現
代
で
も
明
度
・
彩
度
・
色
相
の
三
属
性
に
お
い
て
も
該
当
し
、
特
に
「
補
色

関
係
に
あ
れ
ば
彩
度
が
高
く
な
っ
て
感
じ
ら
れ
」、「
補
色
対
比
」
と
称
さ
れ
る

（
千
々
岩
、
一
一
八
頁
）。
漱
石
が
色
彩
を
二
元
論
で
捉
え
、
補
色
を
重
視
し
た
理
由

を
こ
こ
に
も
確
認
し
得
る
の
で
あ
る
。
な
お
「
紅
」
と
「
緑
」、
各
々
個
別
の
特
質

に
つ
い
て
は
、「
あ
か
」「
み
ど
り
」
各
系
統
に
属
す
る
色
と
し
て
後
述
す
る
こ
と
に

し
て
、
こ
こ
で
は
補
色
の
二
色
と
し
て
の
記
述
に
止
め
る
。

　

前
掲
『
文
学
論
』
の
四
字
句
に
は
六
色
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
、「
白
蘋
」

「
白
雲
」
と
「
白
」
が
二
度
用
い
ら
れ
て
目
を
引
く
。
つ
ぎ
に
「
白
」
を
中
心
に
、
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文
学
部
紀
要
　
第
八
十
二
号

そ
の
意
味
を
考
察
す
る
。

第
二
節　
「
白
」
へ
の
い
ざ
な
い
⑴
―
「
白
雲
」
に
つ
い
て

　

十
代
の
作
と
い
う
前
出
『
時
運
』
掲
載
の
其
八
（
「
即
時
」
二
首
其
二
（
五
絶
）

に
は
、『
文
学
論
』
に
挙
げ
ら
れ
た
「
白
蘋
」
と
「
青
山
」
が
詠
わ
れ
る
。

　
　

滿
岸
蘋
花
白　
　
　

満
岸　

蘋
花
白
く

　
　

靑
山
影
欲
流　
　
　

青
山　

影
流
れ
ん
と
欲
す

　
　

漁
翁
生
計
好　
　
　

漁
翁　

生
計
好
く

　
　

畫
裡
棹
輕
舟　
　
　

画
裡　

軽
舟
に
棹
さ
す

　

岸
に
沿
っ
て
溢
れ
る
よ
う
に
漂
う
水
草
の
白
い
花
、
そ
れ
を
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
り
動
か

す
清
流
に
は
、
青
い
山
容
が
流
れ
る
よ
う
に
映
っ
て
い
る
。
起
句
末
の
「
白
」
か
ら

承
句
頭
の
「
青
」
へ
と
繋
が
る
流
れ
が
、
清
ら
か
な
水
脈
を
自
然
に
導
い
て
行
く
。

「
白
蘋
」
と
い
う
熟
語
で
は
な
く
、「
白
」
を
述
語
で
用
い
た
の
は
平
仄
の
た
め
も
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
が
功
を
奏
し
て
い
る
。
花
の
種
類
よ
り
も
色
彩
の
方
が
強
調
さ
れ
、

見
渡
す
限
り
「
白
」
の
世
界
が
豊
か
に
広
が
り
、「
青
」
へ
と
流
れ
て
行
く
。
こ
の

二
色
は
共
に
寒
色
な
の
で
、
対
比
と
い
う
よ
り
も
、
連
携
し
て
爽
や
か
な
流
動
感
を

生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
漱
石
作
品
に
顕
著
な
「
水
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
豊
か
に
揺
蕩

う
。「
山
」
ま
で
も
水
に
浸
さ
れ
て
揺
れ
動
く
。
揺
動
し
な
が
ら
も
厳
然
と
し
て
存

在
す
る
「
山
」
が
、
水
の
面
の
虚
像
か
ら
実
像
へ
、
俯
角
か
ら
仰
角
へ
と
導
き
、
そ

の
結
果
、
近
景
か
ら
遠
景
へ
と
空
間
を
拡
大
さ
せ
る
。
十
代
で
あ
り
な
が
ら
、
す
で

に
彼
の
美
意
識
の
在
り
様
を
明
確
に
物
語
り
、「
畫
裡
」（
画
の
中
）
と
い
う
現
実
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
の
美
し
い
景
観
と
詠
う
。
眼
前
の
美
景
を
「
畫
」
と
し
て
捉
え
る

こ
と
は
、
漱
石
が
現
実
か
ら
距
離
を
置
い
て
自
然
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
「
兎
角
に
住
み
に
く
い
」
世
塵
か
ら
の
離
脱

願
望
と
解
せ
る
。
そ
れ
を
描
出
す
る
の
は
、「
白
」
と
「
青
」
の
二
色
で
あ
り
、
二

色
が
彼
の
審
美
眼
に
適
っ
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
「
白
」

と
「
青
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
ま
ず
「
白
」
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　

漱
石
詩
に
お
け
る
色
彩
の
頻
出
度
を
調
べ
る
と
、「
白
」
が
最
多
（
（（
例
）
で
、

以
下
、
頻
度
を
多
い
順
に
記
す
（
色
彩
以
外
の
意
味
の
場
合
も
含
め
る
）。

　
　

 

青
（
（（
例
）、
黄
（
（0
例
）、
碧
（
（（
例
）、
紅
（
（（
例
）、
緑
（
1（
例
）、
蒼

（
11
例
）、
翠
・
紫
（
各
10
例
）、
墨
（
（
例
）、
金
（
（
例
）、
銀
・
朱
・
灰

（
各
（
例
）、
黒
・
玄
（
各
（
例
）、
赤
・
藤
（
各
1
例
）

　

斯
く
の
如
く
、
漱
石
詩
の
主
要
色
彩
は
、
統
計
的
に
も
「
白
」
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
具
体
的
に
形
容
す
る
対
象
は
、
十
種
が
認
め
ら
れ
る
。
白
雲
17
例
（
160
詩
「
孤

雲
白
」
を
含
む
。
未
定
稿
詩
（
例
を
除
く
）、
白
髪
（
例
、
白
日
・
白
首
・
白
眼
・

白
蘋
各
（
例
、
白
暈
・
白
鶴
・
白
頭
な
ど
各
1
例
で
あ
る
。
そ
の
他
、
熟
語
で
は
な

い
が
、「
白
」
が
形
容
す
る
対
象
と
し
て
は
「
片
月
」・「
孤
影
」・「
野
梅
」・「
風
」・

「
三
叉
水
（
三
叉
に
分
か
れ
た
川
）」
各
1
例
、「
白
白
」「
虚
白
」
な
ど
頻
度
は
少
な

い
が
、
興
味
深
い
詩
語
も
あ
る
。
形
容
す
る
の
は
、
や
は
り
、
雲
・
月
・
鳥
・
植

物
・
川
な
ど
自
然
や
気
象
に
関
わ
る
物
象
と
、「
老
」
の
表
現
で
あ
る
。
そ
の
中
で

突
出
す
る
の
は
「
白
雲
」
で
あ
る
。
し
か
も
17
例
の
う
ち
11
例
が
初
期
の
作
で
あ

る
。「
白
雲
」
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
で
簡
単
に
論
じ
、
そ
の
多
く
は
、
漱
石
が
傾
倒

す
る
陶
淵
明
と
王
維
に
因
む
詩
語
と
し
て
、「
自
然
」
の
象
徴
と
看
做
さ
れ
、
超
俗

志
向
や
隠
棲
願
望
が
託
さ
れ
て
い
る
と
説
い
た）
（1
（

。
以
下
に
新
た
な
知
見
を
含
め
て
再

考
す
る
。

　

最
も
早
く
詠
わ
れ
る
の
は
、
第
一
章
冒
頭
に
掲
げ
た
房
総
の
紀
行
詩
文
『
木
屑
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九

録
』
中
の
其
六
（（
詩
（
明
治
二
十
二
年
九
月
、
七
絶
）
で
あ
る
。
鋸
山
登
山
（
其

七
）
の
前
、
毎
日
、
内
房
保
田
で
海
水
浴
を
し
て
、「
黄
巻
（
書
物
）
を
手
に
せ
ざ

る
こ
と
久
し
」（
十
二
段
）
と
い
う
状
況
を
詠
う
。

　
　

脫
卻
塵
懷
百
事
閑　
　
　

塵
懐
を
脱
却
し
て　

百
事
閑
な
り

　
　

儘
遊
碧
水
白
雲
間　
　
　

遊
ぶ
に
儘
す　

碧
水
白
雲
の
間

　
　

仙
鄕
自
古
無
文
字　
　
　

仙
郷　

古
ヘ
自よ

り
文
字
無
く

　
　

不
見
青
編
只
見
山　
　
　

青
編
（
書
籍
）
を
見
ず
し
て
只
だ
山
を
見
る　
　

　

塵
界
か
ら
離
脱
し
、
諸
々
の
俗
事
を
忘
れ
て
思
い
の
ま
ま
自
然
に
没
入
す
る
姿
を

詠
む
。「
碧
水
白
雲
」
が
、
自
然
の
表
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
空
間

を
転
句
で
「
仙
郷
」
と
称
す
。
内
房
の
海
浜
に
し
て
は
聊
か
大
仰
な
こ
の
語
は
、

「
白
雲
」
が
基
づ
く
典
故
が
誘
導
し
た
の
で
あ
る
。
一
海
注
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

『
荘
子
』「
天
地
篇（
（1
（

」
に
記
さ
れ
た
「
封ほ
う
じ
ん人
」（
国
境
守
備
の
防
人
）
と
古
代
の
聖
人

堯
と
の
対
話
で
あ
る
。
封
人
が
、
堯
に
長
寿
を
祈
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
と
、
堯
は
、

長
寿
な
ら
ば
「
辱は
じ

多
し
」、
ゆ
え
に
長
生
き
を
望
ま
な
い
と
拒
絶
す
る
。『
徒
然
草
』

（
第
七
段
）
に
も
引
か
れ
た
「
寿
長
け
れ
ば
恥
多
し
」
の
典
故
で
あ
る
。
そ
う
言
う

堯
に
対
し
て
、
封
人
は
、
千
年
も
の
長
寿
に
飽
き
て
、
世
の
中
が
厭
に
な
っ
た
ら

「
白
雲
に
乗
り
て
帝
郷
（
天
帝
の
郷
）
に
至
ら
ん
」
と
説
得
す
る
。「
帝
鄕
」、
そ
こ

は
「
超
越
的
絶
対
者
の
楽
園
」
で
、「
あ
ら
ゆ
る
人
間
的
な
苦
痛
と
災
禍
か
ら
解
放
」

（
福
永
解
説
）
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
漱
石
は
、
こ
の
「
帝
鄕
」
を
「
仙
鄕
」
に
変

換
し
た
の
で
あ
る
。
詩
語
と
し
て
は
、「
帝
」
が
醸
し
出
す
政
治
性
や
偏
狭
性
が
払

拭
さ
れ
て
、
よ
り
の
び
や
か
で
あ
ろ
う
。
当
該
詩
で
の
「
白
雲
」
は
、『
荘
子
』
を

踏
ま
え
れ
ば
、
目
的
地
の
「
楽
園
」
と
い
う
よ
り
も
、
遊
行
の
乗
り
物
に
な
っ
て
お

り
、
仙
人
の
よ
う
に
思
う
が
ま
ま
自
由
に
楽
し
む
イ
メ
ー
ジ
を
助
け
て
い
る
。
漱
石

は
、
俳
句
953
に
も
「
秋
高
し　

吾
白
雲
に
乗
ら
ん
と
思
ふ
」（
明
治
二
十
九
年
）
と

詠
む
。
熊
本
赴
任
後
、
初
め
て
の
秋
の
句
で
あ
る
が
、
彼
が
「
白
雲
」
を
乗
り
物
と

し
て
看
做
す
こ
と
を
明
示
す
る
。

　

そ
の
一
方
、
漱
石
は
、
同
じ
く
熊
本
時
代
の
（7
「
春
日
静
坐
」（
明
治
三
十
一
年

三
月
、
五
古
七
韻
）
に
、「
白
雲
郷
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
「
白
雲
」
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
乗
り
物
で
は
な
く
、「
楽
園
」
で
あ
る
。
前
半
六
句
は
、「
青
春
二
三

月
、
愁
ひ
は
芳
草
に
随
っ
て
長
し
」
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
詩
句
で
始
ま
り
、「
閑

花　

空
庭
に
落
ち
、
素
琴　

虚
堂
に
横
た
ふ
」（
第
二
聯
）
な
ど
、
室
内
外
の
景
物

を
対
象
に
寂じ
ゃ
く
じ
ょ
う静
極
ま
り
な
い
様
子
を
描
写
す
る
。「
閑
花
」
は
、
幽
雅
な
花
の
意

で
、
そ
れ
が
人ひ
と
け気
無
い
庭
に
音
も
な
く
散
り
、
い
か
に
も
漱
石
好
み
の
清
静
閑
寂
な

詩
興
が
明
ら
か
で
あ
る
。「
素
琴
」（
装
飾
の
な
い
琴
）
は
、
陶
淵
明
の
有
名
な
無
弦

琴
に
因
み）
（1
（

、
隠
棲
を
象
徴
す
る
。
後
半
八
句
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

⑦
獨
坐
無
隻
語　
　
　

独
坐
し
て　

隻せ
き

語ご

（
一
言
）
無
く

　
　

⑧
方
寸
認
微
光　
　
　

方
寸
（
一
寸
四
方
、
心
を
指
す
）
微
光
を
認
む

　
　

⑨
人
間
徒
多
事　
　
　

人じ
ん
か
ん間　

徒
ら
に
多
事

　
　

⑩
此
境
孰
可
忘　
　
　

此
の
境　

孰た

れ
か
忘
る
可
け
ん
や

　
　

⑪
會
得
一
日
靜　
　
　

会た
ま

た
ま
一
日
の
静
を
得
て

　
　

⑫
正
知
百
年
忙　
　
　

正
に
知
る　

百
年
の
忙

　
　

⑬
遐
懷
寄
何
處　
　
　

遐か

懐か
い　

何
れ
の
処
に
か
寄
せ
ん

　
　

⑭
緬
邈
白
雲
鄕　
　
　

緬め
ん
ば
く邈
た
り
（
遙
か
に
遠
い
さ
ま
）
白
雲
郷

　

多
事
多
忙
の
中
、
あ
る
日
、
た
ま
た
ま
心
安
ら
ぐ
寂
静
を
得
て
、
ほ
の
か
な
光
に

包
ま
れ
る
よ
う
な
思
い
だ
と
詠
う
。
こ
の
心
境
を
得
た
な
ら
、
誰
も
決
し
て
忘
れ
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
と
、
反
語
で
強
調
す
る
。
最
後
の
聯
で
、
安
ら
か
に
広
が
る
こ
の
心
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情
を
い
ず
こ
に
送
れ
ば
よ
い
の
か
と
自
問
し
て
、
そ
れ
は
遙
か
彼
方
の
あ
の
「
白
雲

郷
」
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と
結
ぶ
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
白
雲
鄕
」
の
淵
源
も
『
荘
子
』
の
「
帝
鄕
」
で
あ
る
が
、
詩
語
と
し
て

は
、「
仙
郷
」
の
如
き
宗
教
性
に
限
定
さ
れ
ず
、
よ
り
自
由
で
あ
り
、
同
時
に
「
白
」

と
い
う
色
彩
を
含
む
具
体
的
物
象
に
よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
が
、
よ
り
鮮
明
と
い
え
よ

う
。
さ
す
れ
ば
「
白
」
は
、「
仙
郷
」
に
も
通
じ
る
神
秘
性
と
と
も
に
、
無
彩
色
ゆ

え
の
無
限
性
が
「
遐
懷
」「
緬
邈
」
と
い
う
果
て
し
な
さ
に
呼
応
し
、
漱
石
に
と
っ

て
何
よ
り
も
得
難
き
無
音
の
「
静
」
を
表
現
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
心
に

柔
ら
か
く
射
し
込
む
「
微
光
」
の
色
で
も
あ
ろ
う
。

　

こ
の
（7
詩
は
、
八
年
後
、『
草
枕
』
六
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
主
人
公
の
画
工
は
、

「
沖
幽
と
か
澹
蕩）
（1
（

」
と
い
う
「
境
界
」
を
画
に
す
る
た
め
に
何
を
対
象
に
し
、
如
何

に
描
写
す
れ
ば
よ
い
か
模
索
す
る
。
雪
舟
や
蕪
村
ら
の
描
出
し
た
「
一
種
の
気
韻
」

も
、
単
純
で
物
足
り
な
い
と
述
べ
、
も
っ
と
複
雑
な
「
神
往
の
気
韻）
（1
（

」
を
表
現
し
た

い
と
願
う
。
種
々
考
え
て
困
難
さ
を
嘆
き
、
結
局
、
画
は
諦
め
て
、
詩
に
表
現
で
き

な
い
か
と
試
み
た
作
で
あ
る
。「
詩
画
は
不
一
、
両
様
」
と
い
う
レ
ッ
シ
ン
グ
の

『
ラ
オ
コ
ー
ン
』
を
勘
案
し
た
芸
術
論
と
し
て
も
興
味
深
い
が
、
こ
の
文
章
に
よ
っ

て
、
漱
石
が
（7
詩
に
託
し
た
「
遐
懷
」
す
な
わ
ち
「
沖
幽
」「
澹
蕩
」
と
い
う
無
限

の
心
境
は
、
一
層
、
明
瞭
に
な
り
、
そ
れ
は
や
は
り
「
仙
郷
」
と
い
う
よ
り
も
、

「
白
雲
郷
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
白
雲
」
は
、『
荘
子
』「
天
地
篇
」
を
出
典
と
し
て
、
遊
行
の

乗
り
物
や
理
想
郷
の
比
喩
と
い
う
意
味
が
認
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
用
例

も
見
え
る
。

　

（7
詩
の
一
年
後
、
同
じ
く
熊
本
時
代
の
7（
詩
「
失
題
」（
明
治
三
十
二
年
四
月
、

五
古
十
四
韻
）
に
、
右
の
「
澹
蕩
」
と
い
う
語
と
と
も
に
、「
白
雲
」
も
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　
　

①
仰
瞻
日
月
懸　
　
　

仰
ぎ
て
は
日
月
の
懸
か
る
を
瞻み

　
　

②
俯
瞰
河
岳
連　
　
　

俯
し
て
は
河
岳
の
連
な
る
を
瞰み

る

　
　

③
曠
哉
天
地
際　
　
　

曠ひ
ろ

い
哉　

天
地
の
際

　
　

④
浩
氣
大
千
塞　
　
　

浩
気　

大
千
（
広
大
無
辺
世
界
）
に
塞み

つ

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

⑨
澹
蕩
愛
遲
日　
　
　

澹
蕩　

遅
日
を
愛
し

　
　

⑩
蕭
散
送
流
年　
　
　

蕭
散　

流
年
を
送
る

　
　

⑪
古
意
寄
白
雲　
　
　

古
意　

白
雲
に
寄
せ

　
　

⑫
永
懷
撫
朱
絃　
　
　

永
懐　

朱
絃
を
撫
す

　

第
一
聯
は
、
仰
角
と
俯
角
、
上
下
方
向
の
視
覚
の
対
比
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

天
地
対
か
ら
始
め
ら
れ
、
第
二
聯
は
そ
れ
を
受
け
て
壮
大
な
空
間
へ
の
詠
嘆
を
述

べ
、
そ
こ
に
は
至
大
至
剛
の
浩
然
の
気
が
充
溢
す
る
と
詠
む
。
優
れ
て
盛
唐
詩
的
詩

境
で
あ
り
、
殊
に
第
一
章
で
論
じ
た
「
青
天
に
上
り
て
日
月
を
攬と

ら
ん
と
欲
す
」
や

「
唯
見
る　

長
江
の
天
際
に
流
る
る
を
」
と
い
う
李
白
詩
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。

　

省
略
し
た
二
聯
は
、
教
師
と
し
て
の
至
ら
な
さ
を
詠
っ
て
、
卑
小
な
自
身
の
存
在

を
恥
じ
入
る
が
、
続
く
第
五
聯
⑨
⑩
は
、「
春
日
遅
遅
た
り
」
と
い
う
緩
々
と
過
ぎ

る
時
を
楽
し
ん
で
、
の
ど
や
か
に
日
々
を
過
ご
し
、
な
に
も
の
に
も
執
着
せ
ず
、
さ

わ
や
か
な
気
持
ち
で
時
の
流
れ
に
身
を
任
す
。
句
頭
に
「
澹
蕩
」「
蕭
散
」
と
い
う

双
声
を
措
く
対
句
で
、
韻
律
的
に
も
穏
や
か
な
日
常
を
表
現
す
る
。
第
十
一
句
は
、

そ
の
心
情
か
ら
生
ま
れ
た
「
古
意
」（
一
海
注
：
古
代
を
な
つ
か
し
む
こ
こ
ろ
）
を
、

「
白
雲
」
に
寄
せ
て
い
る
。「
朱
絃
」
は
、『
禮
記
』「
樂
記
」
に
、「
清
廟
（
神
聖
な
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み
た
ま
や
、
祖
廟
）
の
瑟
、
朱
絃
に
し
て
疏
越
（
悠
揚
な
さ
ま
）」
と
あ
り
、『
荀

子
』「
禮
論
」
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。『
禮
記
』
や
『
荀
子
』
と
い
う
古
代
の
典

拠
が
「
永
懷
」
ひ
い
て
は
「
古
意
」
を
導
く
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
（7
詩
の
「
素

琴
」
と
同
じ
く
、
隠
遁
の
象
徴
と
解
せ
な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は
朱
色
の
あ

で
や
か
さ
に
違
和
感
が
あ
る
。
後
に
解
明
し
た
い
。
こ
の
「
白
雲
」
は
伝
達
手
段
で

も
あ
る
が
、
突
然
の
古
代
へ
の
視
線
に
は
、
意
表
を
突
か
れ
る
。
実
は
、
こ
れ
も
陶

淵
明
詩
を
踏
ま
え
る
。

　

陶
詩
の
「
白
雲
」
は
、
意
外
に
も
三
例
に
止
ま
る
が）
（1
（

、
そ
の
中
の
「
郭
主
簿
に
和

す
」
二
首
其
一
（
巻
二
、
五
古
九
韻
）
の
「
白
雲
」
で
あ
る
。
当
該
詩
は
、
世
俗
と

の
往
来
を
止
め
、
自
ら
酒
を
作
っ
て
は
味
わ
い
、
晴
耕
雨
読
の
暮
し
を
詠
う
作
で
、

最
後
に
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

　
　

⑮
此
事
眞
復
樂　
　

此
の
事　

真
に
復
た
楽
し

　
　

⑯
聊
用
忘
華
簪　
　

 

聊
か
用
っ
て
華か

簪し
ん

（
役
人
の
冠
を
髪
に
留
め
る
か
ん
ざ

し
）
を
忘
る

　
　

⑰
遥
遥
望
白
雲　
　

遥
遥
と
し
て
白
雲
を
望
み

　
　

⑱
懷
古
一
何
深　
　

古
を
懐
ふ
こ
と　

一
に
何
ぞ
深
き

　

あ
り
の
ま
ま
の
自
然
を
楽
し
み
、
官
吏
と
し
て
の
道
に
背
を
向
け
た
隠
士
の
喜
び

を
吐
露
す
る
。
最
後
に
淵
明
は
、
古
代
の
隠
士
と
そ
の
生
き
様
に
思
い
を
馳
せ
る
。

鈴
木
虎
雄
譯
註
が
「
白
雲
」
に
つ
い
て
、「
理
想
と
す
る
人
の
住
む
所
」
と
記
し
て
、

「
天
地
篇
」
を
引
く）
（1
（

。
遙
か
彼
方
に
浮
か
ぶ
「
白
雲
」
を
望
見
し
な
が
ら
、
淵
明
は
、

古
代
へ
と
思
い
を
馳
せ
る
。
清
貧
に
安
ん
じ
道
を
楽
し
む
と
い
う
価
値
観
を
同
じ
く

す
る
古
代
の
「
高
士
」（
袁
行
霈
注
）
と
の
語
ら
い
を
願
っ
て
。
し
た
が
っ
て
陶
詩

の
「
白
雲
」
は
、
単
な
る
空
間
的
景
物
や
去
来
の
移
動
手
段
だ
け
で
は
な
く
、
古
代

へ
の
往
還
を
も
可
能
に
す
る
。
漱
石
が
（（
詩
に
お
い
て
「
仙
郷
」
の
「
古
」
に
言
及

す
る
の
も
、
7（
詩
中
、
古
代
に
思
い
を
馳
せ
る
の
も
、
陶
詩
の
⑰
⑱
が
基
層
に
位
置

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
7（
詩
の
「
古
意
」「
永
懷
」
は
、
陶
詩
と
異
な
り
、
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
。

詩
人
は
、「
朱
弦
」
演
奏
の
興
が
尽
き
る
と
「
空
堂
」（
ひ
と
け
な
い
座
敷
）
で
昼
寝

を
し
、
⑮
⑯
「
鼾か
ん
せ
い声　

屋
梁
を
撼ゆ
る

が
し
、
炊す
い
り
ょ
う梁　

黄
烟
を
あ

ぐ
」
と
大
鼾
を
か
い

て
「
黄
粱
一
炊
の
夢
」（
邯か
ん
た
ん鄲
の
夢
）
を
見
る
。
漱
石
の
諧
謔
性
を
看
取
し
得
る
が
、

そ
の
夢
は
、
官
僚
社
会
で
の
浮
沈
（
宰
相
へ
の
出
世
や
左
遷
）
が
展
開
す
る
「
邯
鄲

の
夢
」
を
真
っ
向
か
ら
裏
切
っ
て
、
こ
う
続
く
。

　
　

⑰
被
髪
駕
神
飆　
　
　

被
髪　

神
飆
に
駕
す
れ
ば

　
　

⑱
寥
泬
崑
崙
巓　
　
　

寥
泬
た
り）
（1
（
　

崑
崙
の
巓

　
　

⑲
長
嘯
抱
珠
去　
　
　

長
嘯
し
て　

珠
を
抱
き
て
去
り

　
　

⑳
飲
泣
蛟
龍
淵　
　
　

泣な
み
だを
飲
む　

蛟
龍
の
淵

　

神
秘
的
な
つ
む
じ
風
に
乗
り
、
ざ
ん
ば
ら
髪
を
靡
か
せ
て
目
指
す
先
は
、
果
て
し

な
く
澄
み
渡
る
天
空
に
聳
え
る
か
の
神
山
、
崑
崙
の
天
辺
。
冥
界
の
女
王
で
あ
る
西

王
母
や
八
仙
が
住
み
、
玉
を
産
出
す
る
と
い
う
聖
な
る
山
。
詩
人
は
、
仙
人
の
呼
吸

法
よ
ろ
し
く
長
々
と
声
を
引
き
伸
ば
し
て
発
し
な
が
ら
、
珠
玉
を
抱
え
て
山
を
下

り
、
涙
を
こ
ら
え
て
、
蛟
龍
の
潜
む
深
淵
に
辿
り
着
く
。
こ
の
珠
玉
は
、
一
海
注
に

も
あ
る
よ
う
に
、「
和
氏
の
璧
」
と
い
う
刖
あ
し
き
り

の
刑
に
あ
っ
た
卞べ
ん

和か

の
悲
劇
的
故
事）
11
（

（「
璞は
く

を
抱
き
て
泣
血
す
」）
に
基
づ
く
。
仙
趣
満
載
の
こ
の
夢
は
一
体
何
を
意
味
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
精
気
溢
れ
る
壮
大
な
飛
行
の
第
九
聯
⑰
⑱
と
忍

び
泣
く
悲
哀
の
第
十
聯
⑲
⑳
の
激
し
い
落
差
は
理
解
し
難
い
。
謎
は
深
ま
る
。
考
察

す
る
中
で
、
7（
詩
冒
頭
の
、
李
白
詩
を
髣
髴
と
さ
せ
る
宇
宙
的
空
間
が
、
こ
の
仙
界



一
二

文
学
部
紀
要
　
第
八
十
二
号

遊
行
の
伏
線
だ
っ
た
こ
と
に
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
正
に
詩

仙
李
白
の
世
界
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
「
白
雲
」
と
「
龍
」
を
含
む
同
趣
の
李
詩
が
謎

の
解
明
に
資
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
条
件
を
満
た
す
「
天
馬
歌
」（『
李
白
全
集

校
注
彙
釋
集
評）
1（
（

』
巻
三
）
を
挙
げ
よ
う
。「
天
馬
」
と
は
、
西
域
大
宛
国
（
中
央
ア

ジ
ア
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆
地
）
の
特
産
、
所
謂
、
汗
血
馬
を
指
す
。
第
一
聯
は
そ
の
出

自
（「
月
支
」
国
）
を
述
べ
、
背
中
に
は
虎
の
毛
皮
の
よ
う
な
文
様
が
あ
り
、
骨
格

は
龍
の
よ
う
だ
（「
龍
翼
骨
」）
と
い
う
雄
々
し
い
形
態
描
写
か
ら
始
め
て
、
第
三
聯

に
は
西
域
か
ら
唐
へ
の
長
旅
を
も
の
と
も
し
な
い
精
悍
さ
を
詠
う
。

　
　

⑤
騰
崑
崙
歷
西
極　
　
　
　

崑
崙
に
騰
り　

西
極
を
歴へ

て

　
　

⑥
四
足
無
一
蹶　
　
　
　
　

四
足　

一
蹶
無
し

　
　

⑦
雞
鳴
刷
燕
晡
秣
越　
　
　

鶏
鳴
に
は
燕
に
刷き
よ

め　

晡ひ
ぐ
れ

に
は
越
に
秣
ま
ぐ
さ
か

ふ

　
　

⑧
神
行
電
邁
躡
恍
惚　
　
　

神
行
電
邁　

躡
ん
で
恍
惚
た
り

　
　

⑨
天
馬
呼
、
飛
龍
趨　
　
　

天
馬
呼さ
け

べ
ば　

飛
龍
趨
る

　
　

⑩
目
明
長
庚
臆
雙
鳬　
　
　

 

目
は
長
庚
（
太
白
星
）
よ
り
も
明
ら
か
に　

臆む
ね

は

双そ
う
ふ鳬

　

天
馬
は
崑
崙
山
を
飛
び
超
え
て
、
西
の
果
て
か
ら
難
無
く
や
っ
て
来
る
と
、
中
国

の
北
（
燕
）
か
ら
南
（
越
）
ま
で
一
日
で
一
つ
飛
び
、
電
光
石
火
、
神
霊
の
飛
行
さ

な
が
ら
大
地
を
踏
む
足
元
も
見
え
な
い
ほ
ど
。
天
馬
が
一
声
嘶
け
ば
、
た
ち
ま
ち
龍

が
天
翔
け
る
よ
う
だ
。
こ
の
「
飛
龍
」
は
、「
天
馬
」
と
一
体
化
し
て
い
る
。
目
は

金
星
の
よ
う
に
輝
き
、
胸
は
二
羽
の
鴨
が
並
ん
だ
よ
う
に
膨
ら
ん
で
い
る
。
躍
動
感

に
溢
れ
る
こ
の
飛
行
表
現
は
、
漱
石
詩
の
「
浩
気　

大
千
」
に
満
ち
た
「
天
地
の

際
」
を
、
つ
む
じ
風
に
乗
っ
て
、
崑
崙
の
天
辺
に
飛
翔
す
る
さ
ま
と
類
似
す
る
の
で

は
な
い
か
。

　

天
馬
は
都
に
着
く
と
、
そ
の
能
力
に
ふ
さ
わ
し
く
⑬
「
曽
て
時
龍
（
皇
帝
）
に
陪

し
て
天
衢
を
躡
む
」
と
帝
の
御
伴
を
し
て
都
大
路
を
意
気
揚
々
と
闊
歩
し
た
。
と
こ

ろ
が
後
半
、
事
態
は
驚
く
べ
く
暗
転
す
る
。

　
　

㉕
白
雲
在
青
天　
　
　
　

白
雲　

青
天
に
在
り

　
　

㉖
丘
陵
遠
崔
嵬      　
　

丘
陵　

遠
く
崔
嵬
た
り

　
　

㉗
鹽
車
上
峻
坂　
　
　
　

塩
車　

峻
坂
を
上
り

　
　

㉘
倒
行
逆
施
畏
日
晩　
　

 

倒
行
逆
施
（
無
理
押
し
を
す
る
）
日
の
晩
る
る
を
畏

る

　

帝
の
お
わ
す
宮
殿
は
、
青
空
に
浮
ぶ
白
雲
の
よ
う
に
高
く
遠
く
、
そ
の
前
に
は
、

険
し
い
丘
陵
が
ど
こ
ま
で
も
連
な
る
。
こ
の
「
白
雲
」
は
、「
時
龍
」「
天
衢
」
と
同

様
、
天
界
に
比
さ
れ
た
現
実
的
権
力
の
比
喩
で
あ
る
。
か
の
天
馬
は
棄
て
ら
れ
、
今

や
無
残
に
も
塩
運
び
に
使
わ
れ
て
急
坂
を
喘
ぎ
な
が
ら
上
り
、
絶
望
的
な
気
持
ち

で
、
日
没
を
迎
え
る
有
様
。
明
・
朱
諫
注
『
李
詩
選
注
』（
詹
鍈
引
）
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
当
該
詩
は
李
白
の
翰
林
院
か
ら
追
放
後
の
作
で
、
自
ら
を
天
馬
に
喩
え
て

懐
才
不
遇
感
を
吐
露
し
た
と
解
さ
れ
る
。

　

こ
の
激
的
暗
転
は
、
漱
石
7（
詩
の
第
九
聯
と
十
聯
の
大
き
な
落
差
を
示
唆
す
る
の

で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
人
生
の
避
け
が
た
い
浮
沈
と
い
う
無
常
観
で
あ
る
。
明
治

二
十
九
年
四
月
、
熊
本
に
赴
任
し
て
か
ら
丸
三
年
、
漱
石
は
教
員
と
し
て
情
熱
を
傾

け
、
卒
業
生
ま
で
親
身
に
援
助
し
た）
11
（

。
ま
た
帝
大
時
代
の
親
友
狩
野
亨
吉
や
山
川
信

次
郎
を
五
高
に
招
請
し
、
さ
ら
に
彼
等
の
友
人
た
ち
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
人
事
に

尽
力
し
た
。
こ
の
間
の
書
簡
（
全
集
巻
二
十
二
）
に
は
、
人
事
関
連
の
内
容
が
多

い
。
人
事
に
は
繊
細
な
問
題
が
付
き
纏
う
が
、
熊
本
の
高
校
と
い
う
最
南
端
（
七
高

創
立
は
三
十
四
年
）
へ
の
就
任
は
、
や
は
り
流
動
的
で
、
主
任
（
三
十
一
年
六
月
）



夏
目
漱
石　

初
期
の
漢
詩　

第
二
章

一
三

に
な
る
前
か
ら
腐
心
す
る）
12
（

。
漱
石
を
松
山
中
学
か
ら
五
高
に
呼
ん
だ
帝
大
の
友
人
、

菅
虎
雄
は
、
漱
石
赴
任
の
翌
年
、
病
気
の
た
め
帰
省
し
て
五
高
に
戻
ら
ず
、
三
十
一

年
九
月
、
一
高
に
赴
任
し
た
。
漱
石
が
奔
走
し
て
同
年
一
月
に
就
任
し
た
狩
野
は
、

な
ん
と
十
一
月
に
一
高
校
長
に
任
命
さ
れ
て
転
出
し
た
。
三
十
二
年
八
月
末
に
は
、

『
二
百
十
日
』
に
書
か
れ
た
阿
蘇
登
山
を
共
に
し
た
山
川
ま
で
一
高
へ
の
転
任
が
決

ま
る
。
友
人
た
ち
は
、
皆
東
京
に
戻
っ
て
行
く
。
山
川
は
一
高
以
来
の
同
級
生
で
、

漱
石
は
校
長
に
な
っ
た
狩
野
宛
の
書
簡
171
（
明
治
三
十
二
年
六
月
二
十
日
付
）
に
本

音
を
漏
ら
し
て
い
る
。「
山
川
に
別
れ
て
は
学
校
の
為
に
は
相
談
相
手
を
失
ひ
閑
友

と
し
て
は
話
し
相
手
を
失
ひ
当
人
に
は
何
と
も
申
さ
ね
ど
心
裡
は
大
に
暗
然
た
る
も

の
有
之
候
」「
大
兄
校
長
御
拝
命
以
後
余
程
御
多
忙
の
事
と
遥
察
致
候
小
生
近
況
は

因
例
如
例
き
茫
漠
た
る
も
の
に
御
座
候
他
人
が
移
転
す
る
と
自
分
も
移
つ
て
見
た
き

様
な
心
持
が
一
寸
起
り
申
候
是
も
欠
伸
や
涙
の
伝
染
位
の
処
か
と
存
候
」
と
。「
欠

伸
や
涙
の
伝
染
位
」
と
抑
制
さ
れ
た
諧
謔
的
筆
致
で
は
あ
る
が
、
そ
の
分
、
熊
本
に

独
り
取
り
残
さ
れ
た
寂
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
無
論
、
人
事
の
問
題
だ
け
で
は
な

い
。
よ
り
深
刻
な
、
人
生
の
選
択
と
い
う
苦
悩
を
抱
え
て
い
た
。
彼
は
松
山
中
学
着

任
以
前
の
東
京
師
範
学
校
講
師
時
代
か
ら
、「
教
育
者
の
資
格
に
欠
け
て
お
り
、
不

向
き
」（「
私
の
個
人
主
義
」「
愚
見
数
則
」
巻
十
六
な
ど
）
と
い
う
自
己
認
識
を
有

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
熊
本
時
代
に
入
る
と
、
教
師
を
止
め
て
「
文
学
三
昧
に
て
消

光
し
た
き
な
り）
11
（

」
と
、
子
規
宛
て
の
書
簡
119
（
明
治
三
十
年
四
月
二
十
三
日
付
）
に

心
情
を
吐
露
し
、
実
際
、
岳
父
に
教
員
以
外
の
就
職
口
を
依
頼
す
る
な
ど
現
実
的
に

動
き
始
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
同
じ
頃
に
詠
ま
れ
た
7（
詩
の
「
蛟
龍
」
は
、
李
白

の
「
天
馬
」
と
同
様
、
天
空
を
思
う
さ
ま
天
翔
け
る
才
知
を
抱
き
な
が
ら
発
揮
で
き

ず
、
深
淵
に
潜
ま
ざ
る
を
得
な
い
臥
龍
の
思
い
を
籠
め
た
と
解
せ
よ
う
。
同
僚
の
漢

学
者
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
～
一
九
四
二）
11
（

）
は
、
当
該
作
の
添
削
を
依
頼
さ
れ
て

「
逍
遥
独
往
、
幽
理
を
物
表
に
発
し
、
玄
思
を
形
外
に
遊
ば
し
む
。
被
髪
長
嘯
の
数

語
、
神
駿
の
銜か
ん
ろ
く勒
（
馬
の
く
つ
わ
）
を
容
れ
ざ
る
の
慨
有
り
」
と
評
す
（
一
海
注
引

く
）。
7（
詩
の
中
で
も
と
り
わ
け
仙
趣
に
富
ん
だ
「
被
髪
長
嘯
」
の
箇
所
を
賞
賛
し
、

そ
の
気
概
を
「
神
駿
」
が
自
由
奔
放
に
天
翔
け
る
さ
ま
に
喩
え
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
雨
山
も
、「
蛟
龍
」
を
「
天
馬
」
と
結
び
付
け
て
お
り
、「
天
馬
歌
」
の
代
表
作
と

い
う
べ
き
李
白
詩
を
念
頭
に
置
い
て
評
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
白
雲
」
と
「
蛟
龍
」
は
、
お
よ
そ
十
年
前
、
眼
病
治
癒
を
兼
ね
た
箱
根
へ
の
旅

立
ち
の
前
日
の
作
、
（（
詩
（
五
古
十
四
韻
、
明
治
二
十
三
年
八
月
末
、
第
十
二
句

欠
）
に
も
見
え
る
。

　
　

⑰
白
雲
蓬
勃
起　
　
　

白
雲　

蓬
勃
と
し
て
起
こ
り

　
　

⑱
天
際
看
蛟
螭　
　
　

天
際
に
蛟こ
う
ち螭
を
看
る

　
　

⑲
笑
指
函
山
頂　
　
　

笑
っ
て
指
さ
す
函
山
の
頂

　
　

⑳
去
臥
葦
湖
湄　
　
　

去
き
て
臥
さ
ん　

葦
湖
の
湄
ほ
と
り 

　

白
雲
が
勢
い
よ
く
湧
き
お
こ
り
、
天
空
に
渦
巻
く
よ
う
に
広
が
り
流
れ
る
と
、
李

白
詩
に
基
づ
く
「
天
際
」
す
な
わ
ち
天
と
水
が
一
体
に
な
っ
た
壮
大
な
天
の
果
て
か

ら
「
蛟
螭
」
が
出
現
す
る
。
詩
人
は
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
高
笑
い
を
し
、
箱

根
山
の
天
辺
を
越
え
て
芦
ノ
湖
ま
で
、
飛
び
去
っ
て
行
く
。
白
雲
、
或
い
は
飛
龍
に

乗
っ
て
。
若
き
漱
石
の
想
像
力
が
生
み
出
し
た
躍
動
感
溢
れ
る
光
景
で
あ
る
。
漱
石

は
『
文
学
論
』
に
お
い
て
、
詩
の
「
基
本
成
分
」
と
し
て
の
「
運
動
」
の
項
に
「
其

特
長
は
舞
踏
に
現
は
れ
、
又
演
劇
に
あ
ら
は
る
。
そ
の
他
波
の
う
ね
り
、
白
雲
の
蓬

勃
た
る
、
落
葉
、
或
は
霏
た
る
雪
、
す
べ
て
こ
れ
運
動
の
美
を
生
命
と
す
る
も
の
」

（
四
七
頁
）
と
記
し
、「
白
雲
」
が
流
動
感
に
よ
っ
て
「
運
動
の
美
」
を
表
す
も
の
と



一
四

文
学
部
紀
要
　
第
八
十
二
号

し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
（（
詩
で
も
⑨
⑩
「
素
懐　

定
め
て
沈
鬱
な
ら
ん
、
愁
緒　

乱
れ
て
糸
の
如
し
」
と
相
変
わ
ら
ず
憂
愁
に
沈
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
な
飛
龍
が
描
か
れ
、
ま
さ
に
「
運
動
の
美
」
を
表
現
す
る
。
十
年
後
の
「
崑
崙

巓
」
は
、「
函
山
頂
」
に
比
し
て
、
比
較
し
よ
う
も
な
く
壮
大
無
辺
だ
が
、
そ
れ
を

目
指
し
て
飛
行
す
る
と
い
う
発
想
は
、
同
様
で
あ
ろ
う
。

　

荒
川
紘
『
龍
の
起
源）
11
（

』
に
拠
れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
、
龍
の
基
体
は
蛇
と
考
え
ら

れ
、
両
者
は
区
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
遠
い
「
種
」
と
は
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
両
者

の
間
に
、「
中
間
種
」
が
存
在
し
、「
蛟
」「
螭
」
は
そ
れ
に
属
す
。
形
体
と
し
て

「
蛟
」
は
、「
蛇
に
似
る
が
四
足
あ
り
」、「
螭
」
は
、「
龍
に
近
い
が
角
が
な
い
」（
三

八
頁
）。
龍
は
、
す
で
に
殷
代
の
青
銅
器
に
も
「
龍
文
」
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
秦
漢

帝
国
ま
で
に
、
今
日
の
イ
メ
ー
ジ
が
完
成
さ
れ
た
と
い
う
。
始
皇
帝
を
「
祖
龍
」、

高
祖
劉
邦
を
「
龍
顔
」
と
称
す
る
な
ど
、
皇
帝
（
王
権
）
と
の
結
合
に
よ
っ
て
、
聖

性
が
強
化
さ
れ
た
（
十
九
頁
）。「
天
馬
歌
」
の
「
時
龍
」
は
、
そ
の
反
映
で
あ
る
。

皇
帝
は
、
天
の
意
（
命
）
を
承
け
て
、
地
上
世
界
を
治
め
る
。
両
者
の
結
合
が
、
龍

の
天
空
飛
翔
観
念
を
生
み
、
後
漢
・
許
慎
『
説
文
解
字
』
の
「
龍
」
に
は
「
春
分
に

天
に
上
り
、
秋
分
に
は
淵
に
潜
る
」
と
あ
る
（
二
四
頁
）。『
楚
辭
』「
離
騒
」
で
は
、

主
人
公
の
屈
原
が
仙
界
遊
行
す
る
が
、
崑
崙
山
へ
の
飛
行
は
、
龍
が
引
く
車
で
あ
っ

た
。
ま
た
龍
は
水
と
の
関
り
が
深
く
、
雨
を
恵
む
水
神
と
も
看
做
さ
れ
、
本
来
水
棲

動
物
と
さ
れ
る
。
そ
の
神
通
力
は
、
水
が
あ
っ
て
こ
そ
発
揮
さ
れ
、
龍
が
「
雲
を
吐

く
」「
雲
に
乗
っ
て
天
に
の
ぼ
る
」
と
い
う
「
龍
が
龍
ら
し
い
活
動
を
す
る
に
は
雲

の
水
気
が
必
要
」
と
説
く
（
二
一
～
二
二
頁
）。
こ
こ
に
「
白
雲
」
と
「
蛟
龍
」「
蛟

螭
」
と
の
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、
漱
石
に
と
っ
て
、
二
物
を
結
び
付
け
る
の

は
、
⑱
「
天
際
」
が
明
示
す
る
よ
う
に
、
李
白
詩
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ

て
7（
詩
に
お
け
る
二
物
も
、
李
白
詩
を
斟
酌
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
た
だ
漱
石
7（
詩

と
李
白
「
天
馬
歌
」、
両
詩
に
詠
ま
れ
た
最
後
の
感
慨
は
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

李
白
詩
の
最
後
は
、
願
望
の
表
白
で
あ
る
。
㊲
㊳
「
請
ふ
君　

贖あ
が
な

ふ
て
穆
天
子

に
献
ぜ
よ
、
猶
ほ
影
を
弄
し
て
瑶
池
に
舞
ふ
に
堪
へ
た
り
」
と
結
ぶ
。
ど
う
か
こ
の

天
馬
を
買
っ
て
か
の
穆
王
に
献
上
し
て
ほ
し
い
。
さ
す
れ
ば
、
穆
王
の
馬
車
を
引
く

八
頭
の
馬
の
一
頭
と
な
っ
て
、
王
の
旅
を
牽
引
し
、
ま
だ
ま
だ
西
王
母
の
宴
に
も
臨

め
る
だ
ろ
う
と
訴
え
る
。
李
白
ら
し
く
、
失
意
で
あ
り
な
が
ら
も
、
希
望
を
失
わ

ず
、
あ
く
ま
で
仙
趣
を
貫
い
て
願
望
を
表
明
す
る
。　

　

こ
の
詩
句
は
中
国
初
の
紀
行
文
で
あ
る
『
穆
天
子
傳）
11
（

』
巻
三
を
踏
ま
え
る
。
周
の

第
五
代
穆
王
が
、
八
頭
の
駿
馬
が
引
く
馬
車
に
乗
っ
て
、
西
方
諸
国
と
の
親
交
を
深

め
る
旅
で
あ
る
。
末
句
の
「
瑶
池
」
と
は
、
穆
王
が
崑
崙
山
を
訪
れ
て
西
王
母
に

会
っ
て
も
て
な
さ
れ
、
去
る
時
に
西
王
母
が
開
い
て
く
れ
た
送
別
の
宴
の
場
所
で
あ

る
。「
瑶
」
は
美
玉
を
意
味
し
て
、
玉
山
の
崑
崙
に
ふ
さ
わ
し
い
。
神
秘
的
な
池
の

ほ
と
り
の
宴
席
で
、
西
王
母
が
詠
う
。
後
に
『
樂
府
詩
集
』
に
も
収
録
さ
れ
た
「
白

雲
謡
」（「
白
雲
歌
」）
で
あ
る）
11
（

。

　
　

①
白
雲
在
天　
　
　

白
雲　

天
に
在
り

　
　

②
山
䧙䧙
自
出　
　
　

山さ
ん
り
ょ
う䧙䧙　

自
づ
か
ら
出
づ

　
　

③
道
里
悠
遠　
　
　

道
里　

悠
遠
と
し
て

　
　

④
山
川
間
之　
　
　

山
川　

之
を
間へ
だ

つ

　
　

⑤
將
子
無
死　
　
　

将ね
が

は
く
は
子
の
死
す
る
こ
と
な
く

　
　

⑥
尚
能
復
來　
　

尚
こ
い
ね
が

は
く
は
能
く
復
た
来
ら
ん
こ
と
を

　

天
空
に
白
雲
が
浮
か
び
、
山
々
が
稜
線
を
鋭
く
際
立
た
せ
る
。
道
の
り
は
、
果
て

し
な
く
遠
く
、
幾
つ
も
の
山
や
川
が
連
な
る
。
ど
う
か
ご
無
事
で
、
ま
た
お
目
も
じ
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一
五

で
き
ま
す
よ
う
に
と
再
会
を
願
う
送
別
詩
で
あ
る
。
人
口
に
膾
炙
す
る
王
維
の
「
送

別
」（「
但
だ
去
れ　

復
た
問
ふ
こ
と
莫
か
ら
ん
、
白
雲
尽
く
る
時
無
し
」）
を
挙
げ

る
ま
で
も
な
く
、「
白
雲
」
が
送
別
詩
に
詠
わ
れ
る
淵
源
と
い
え
よ
う
。
こ
の
歌
謡

で
注
目
す
べ
き
は
、
未
来
へ
の
視
線
が
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
「
死
」
が
明
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
雲
は
、
流
動
性
に
よ
っ
て
去
来
が
可
能
で
あ
る
が
、
空
間
的

移
動
の
み
な
ら
ず
、「
古
代
」
へ
の
往
還
も
詠
わ
れ
た
。
さ
ら
に
当
該
歌
で
は
、
未

来
へ
思
い
を
馳
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、「
死
」
が
詠
わ
れ
て
い
る
の
は
、
西
王

母
に
関
わ
る
神
話
伝
説
や
『
漢
武
故
事
』『
漢
武
帝
内
傳
』
な
ど
の
小
説
か
ら
、
西

王
母
が
不
老
不
死
の
薬
（
仙
桃
も
）
を
管
理
し
て
お
り
（『
淮
南
子
』
覧
冥
訓
な
ど
）、

漢
代
以
降
、「
冥
府
の
女
王
」
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
小
南
一
郎
『
中
国
の
神
話
と
物
語
り
』
第
四
章
「
死
霊
と
し
て
の
神
女

た
ち
」
は
、
杜
蘭
香
な
ど
の
降
臨
す
る
神
女
（『
捜
神
記
』
巻
一
、
二
十
巻
本
）
は
、

元
を
糺
せ
ば
未
婚
の
ま
ま
夭
折
し
た
女
性
た
ち
で
、
死
後
、
大
地
母
神
で
あ
る
西
王

母
が
擬
制
的
な
母
親
と
な
っ
て
養
育
し
、
成
人
後
、
現
世
の
男
性
の
も
と
に
配
さ
れ

る
と
論
ず）
11
（

。「
白
雲
」
が
、
送
別
詩
の
み
な
ら
ず
、
挽
歌
や
哀
傷
の
作
に
詠
わ
れ
る

の
は
、「
昇
天
」
あ
る
い
は
「
楽
園
」（
仏
教
的
に
い
え
ば
「
極
楽
」）
の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
ろ
う
が
、
西
王
母
の
「
冥
府
の
女
王
」
と
し
て
の
存
在
を
勘
案
す
れ
ば
、「
白

雲
謡
」
も
遠
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
死
」
も
「
送
別
」
の
一
種
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
二
度
と
再
会
し
得
な
い
「
送
別
」
で
あ
る
。
有
名
な
用
例
を
挙
げ
れ
ば
、

李
白
が
阿
部
仲
麻
呂
の
難
破
を
知
り
、
そ
の
死
を
悼
ん
だ
作
「
晁
卿
衡
を
哭
す
」

（
巻
二
四
、
七
絶
）
に
「
明
月
帰
ら
ず　

碧
海
に
沈
み
、
白
雲
愁
色　

蒼
梧
（
湖
南

省
寧
遠
県
、
古
代
の
聖
帝
舜
崩
御
の
地
）
に
満
つ
」（
転
結
句
）
と
詠
う
。
王
維
詩

に
も
「
恭
懿
太
子
（
唐
・
粛
宗
の
第
十
二
子
）
輓
歌
」
五
首
其
二
（
陳
鐵
民
校
注

『
王
維
集
校
注
』
巻
六
、
五
律
）
に
「
白
雲　

鳳
管
に
随
ひ
、
明
月　

龍
楼
に
在
り
」

（
頷
聯
）
な
ど
が
あ
る
。
楽
の
音
が
響
く
の
は
、
凶
事
で
は
あ
る
が
「
白
雲
謡
」
を

連
想
さ
せ
る
。
漱
石
詩
に
こ
の
意
味
の
用
例
は
な
い
が
、
最
後
の
作
（0（
の
末
句
「
白

雲
の
吟
」
が
、
吉
川
氏
の
説
く
如
く
、「
逝
去
の
予
言
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
る
い

は
「
白
雲
謡
」
が
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
「
天
馬
歌
」
に
戻
っ
て
、
㉕
㉖
「
白
雲
在
青
天
、
丘
陵
遠
崔
嵬
」
が
「
白
雲
謡
」

①
～
④
を
祖
述
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
㉕
は
、「
白
雲
謡
」
①

の
四
字
句
を
五
言
に
す
る
た
め
に
「
青
」
を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
白
雲
」
と

「
青
天
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
李
白
詩
以
前
に
は
な
く
、
そ
の
後
、
宋
代
以
降
増
え

る
の
で）
21
（

、
李
白
に
よ
る
創
出
と
い
え
よ
う
。
李
白
詩
に
お
け
る
最
多
の
色
は
、「
白
」

で
あ
り
、「
青
」
が
続
く）
2（
（

。
こ
れ
は
漱
石
詩
の
色
彩
傾
向
と
同
一
で
あ
り
、
ま
た

「
白
雲
青
山
」
に
類
似
す
る
の
で
、
漱
石
に
と
っ
て
も
、
印
象
深
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

さ
す
れ
ば
、
漱
石
詩
7（
詩
⑪
「
古
意
寄
白
雲
」
も
、「
白
雲
謡
」
を
祖
述
す
る
蓋
然

性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
関
わ
り
を
勘
案
す
れ
ば
、
先
の
⑫
「
永
懐
撫
朱

絃
」
へ
の
疑
問
が
解
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
で
や
か
な
「
朱
絃
」
は
、「
素
琴
」

と
異
な
り
、
単
な
る
隠
遁
憧
憬
の
表
象
で
は
な
く
、
神
女
西
王
母
の
宴
席
に
ふ
さ
わ

し
い
楽
の
音
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
、
ま
さ
に
聖
な
る
ト
ポ
ス
で
演

奏
す
る
調
べ
で
あ
る
。「
白
雲
」
は
、
か
よ
う
に
神
秘
的
な
歌
声
や
楽
の
音
を
包
摂

す
る
か
の
よ
う
な
聖
性
が
賦
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
雲
」
と
い
う
よ
り
も
「
白
」

の
無
限
性
が
可
能
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
白
」
自
体
の
特
性
が
、

李
白
詩
、
そ
し
て
「
白
雲
謡
」
に
発
揮
さ
れ
て
、
漱
石
を
「
白
」
の
世
界
へ
と
い
ざ

な
う
の
で
あ
る
。

　

斯
く
の
如
く
、
漱
石
7（
詩
⑪
⑫
の
「
古
意
」「
永
懐
」
は
、
李
白
詩
か
ら
、
さ
ら
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に
遡
及
し
た
古
代
の
「
白
雲
謡
」
に
辿
り
着
き
、
⑪
⑫
も
仙
界
遊
行
の
伏
線
と
解
し

得
る
。
こ
こ
に
も
漱
石
詩
に
お
け
る
典
故
の
重
層
的
使
用
が
明
ら
か
に
な
る
。
も
っ

と
も
7（
詩
の
最
後
は
、
李
白
詩
の
願
望
と
は
、
一
線
を
画
す
。
㉑
㉒
「
寤
寐　

終
に

一
に
帰
し
、
盈
歇　

自
ら
後
先
あ
り
」
と
説
き
、
先
の
夢
も
夢
か
ら
覚
め
た
現
実
も

最
終
的
に
は
同
じ
こ
と
、
満
ち
て
は
欠
け
、
欠
け
て
は
満
ち
る
、
前
後
は
あ
っ
て

も
、
結
局
同
じ
と
い
う
大
局
的
摂
理
を
述
べ
て
、
最
後
は
、
こ
う
ま
と
め
る
。

　
　

㉕
物
命
有
常
理　
　
　

物
命
に　

常
理
有
る
に

　
　

㉖
紫
府
孰
求
仙　
　
　

紫
府　

孰た
れ

か
仙
を
求
め
ん

　
　

㉗
眇
然
無
倚
托　
　
　

眇び
ょ
う 

然ぜ
ん

と
し
て
倚
托
無
く

　
　

㉘
俛
仰
地
與
天　
　
　

俛ふ

仰ぎ
ょ
うす　

地
と
天
と
に

　

大
意
は
、
生
き
と
し
生
け
る
「
物
」
に
は
、
自
ず
と
定
ま
っ
た
理
法
が
あ
る
か

ら
、
そ
れ
を
認
識
す
れ
ば
、
神
仙
に
何
か
を
求
め
よ
う
な
ど
と
考
え
る
ま
で
も
な

い
。
無
常
の
世
界
で
、
寄
る
辺
な
い
微
小
の
存
在）
21
（

で
あ
れ
ば
、
こ
の
天
と
地
と
い
う

現
実
の
中
で
そ
の
理
法
に
従
い
、
短
い
生
を
全
う
す
る
ば
か
り
だ
と
詠
う
。
こ
こ
で

明
確
な
の
は
、「
求
仙
」
の
否
定
で
あ
る
。
漱
石
詩
に
は
、
多
く
の
老
荘
の
典
故
が

用
い
ら
れ
る
が
、
李
白
詩
と
異
な
り
、
そ
れ
を
盲
目
的
に
信
奉
す
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

　
末
句
㉘
の
「
俛
」
は
「
俯
」
に
通
じ
、「
俯
仰
」
と
「
天
地
」
は
、
成
語
「
俯
仰

天
地
に
愧
ぢ
ず（
11
（

」（
公
明
正
大
で
心
に
や
ま
し
い
こ
と
は
な
い
（
を
踏
ま
え
て
潔
い
。

さ
ら
に
陶
淵
明
詩
「
山
海
経
を
読
む
」
十
三
首
其
一
（
五
古
八
韻
）
の
「
周
王
の
伝

を
汎
覧
し
、
山
海
の
図
を
流
観
す
。
俯
仰　

宇
宙
に
終
は
る
、
楽
し
ま
ず
し
て
復
た

如
何
に
せ
ん
」（
第
七
・
八
聯
）
を
も
想
起
さ
せ
る
。『
山
海
經
』
は
地
理
的
奇
書

で
、
中
国
お
よ
び
周
辺
地
方
の
奇
怪
な
動
植
物
や
異
形
の
人
間
な
ど
が
記
さ
れ
る

が
、
図
録
も
付
さ
れ
て
い
る
。
晴
耕
雨
読
の
日
々
、
雨
が
降
る
と
、
詩
人
は
、
そ
の

図
を
眺
め
、「
周
王
の
伝
」、
す
な
わ
ち
『
穆
天
子
傳
』
を
読
ん
で
は
、
王
の
遊
行
に

同
伴
す
る
か
の
よ
う
に
楽
し
む
。「
俯
仰
」
は
、
短
い
時
間
を
も
意
味
し
、
図
を
見

な
が
ら
旅
行
記
を
読
ん
で
、
広
大
な
中
国
と
周
辺
諸
国
を
ま
た
た
く
ま
に
巡
る
の
で

あ
る
。
末
句
「
不
樂
復
何
如
」
は
、
広
大
な
宇
宙
の
中
で
の
短
い
人
生
、
楽
し
ま
な

く
て
ど
う
す
る
の
だ
と
い
う
人
生
観
に
通
じ
て
い
く
。
7（
詩
最
後
の
第
十
四
联联
㉗
㉘

と
も
関
わ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
寄
辺
な
い
存
在
と
い
う
怜
悧
な
認
識
を
も
っ

て
、
あ
く
ま
で
現
実
に
立
脚
し
な
が
ら
、「
白
雲
」
が
導
く
古
今
東
西
の
世
界
に
遊

行
し
、
浩
然
の
気
に
溢
れ
る
天
地
と
の
交
感
を
深
め
る
の
で
あ
る
。
冒
頭
一
・
二
聯

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
見
事
に
呼
応
し
て
、
収
束
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
漱
石
詩
の
初
期
に
お
い
て
突
出
す
る
「
白
雲
」
を
中
心
に
、
そ

の
意
味
を
考
察
し
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
陶
淵
明
、
王
維
詩
と
の
関
わ
り
以
外
に
、
龍

と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
も
含
め
て
李
白
詩
の
影
響
が
認
め
ら
れ
、「
白
雲
謡
」
と
い
う
古

代
の
典
拠
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
白
雲
」
は
、
隠
遁
憧
憬
の
表
徴
の

ほ
か
に
、
飛
翔
や
移
動
、
心
情
伝
達
の
手
段
と
い
う
機
能
を
有
し
、
流
動
感
に
よ
る

運
動
の
美
を
表
し
て
時
間
軸
を
も
往
還
し
、
過
去
、
未
来
を
含
む
茫
漠
た
る
時
空
を

構
築
す
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
送
別
詩
の
み
な
ら
ず
哀
傷
詩
に
も
登
場
す
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。「
白
」
は
、
か
よ
う
な
「
白
雲
」
の
意
味
や
機
能
を
よ
り
鮮
明
に
し
、

補
強
す
る
効
果
を
発
揮
す
る
が
、
無
彩
色
と
い
う
特
性
に
よ
っ
て
、
無
限
性
を
表
現

し
、
無
音
の
寂
静
を
実
現
で
き
、
光
を
も
表
す
こ
と
で
、
神
秘
的
聖
性
を
含
意
す
る

と
い
え
よ
う
。
そ
の
特
性
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
闡
明
す
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都

合
に
よ
り
、
次
号
に
論
述
す
る
。



夏
目
漱
石　

初
期
の
漢
詩　

第
二
章

一
七

〈
注
〉

（
1
） 

『
七
草
集
』
は
、
子
規
が
一
高
在
学
中
に
書
き
溜
め
た
作
品
を
明
治
二
十
一
年
頃
、

自
ら
編
ん
だ
文
集
。「
七
草
」
に
因
み
、
各
巻
に
ジ
ャ
ン
ル
の
異
な
る
七
種
の
文
芸
作

を
配
し
た
。
漢
文
（
蘭
之
巻
）・
漢
詩
（
萩
之
巻
）
の
ほ
か
、
和
歌
・
俳
句
・
謡
曲
な

ど
。

（
（
） W

ilhelm
 M
ax W

undt

、
ド
イ
ツ
の
心
理
学
者
・
哲
学
者
。
漱
石
の
蔵
書
目
録
に

は
、
英
訳
版
1141
『O

utlines of Psychology

』、 

1142
『Principles of Physiological 

Psychology

』
及
び
独
語
の
1143
『Grundriss der Psychology

』
が
著
録
さ
れ
て
い

る
。
日
本
で
も
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
翻
訳
、
研
究
さ
れ
た
。

（
（
） 

東
京
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
三
・
一
、
第
十
三
刷
）。
第
五
章
「
色
の
認
知
的
・
感

情
的
作
用
」
に
お
い
て
、W

undt
は
、「
感
情
三
方
向
説
」
を
唱
え
た
と
紹
介
。

（
（
） 

木
村
直
司
訳
注
、
筑
摩
書
房
（
二
〇
一
三
・
十
、
第
十
二
刷
）。
な
お
漱
石
の
ゲ
ー

テ
へ
の
言
及
は
、『
草
枕
』
一
で
は
、
画
工
が
、
陶
淵
明
・
王
維
詩
に
つ
い
て
、「
フ
ァ

ウ
ス
ト
よ
り
も
ハ
ム
レ
ッ
ト
よ
り
も
難
有
く
考
へ
ら
れ
る
」
と
述
べ
る
。『
野
分
』
十

一
に
も
、
主
人
公
の
白
井
道
也
の
演
説
中
に
見
え
る
。
そ
の
ほ
か
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

十
一
に
は
、
寒
月
が
「
今
世
紀
の
ウ
ェ
ル
テ
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。『
若
き
ウ
ェ
ル

テ
ル
の
悩
み
』
は
、
漱
石
の
英
訳
「
セ
ル
マ
の
歌
」
に
も
影
響
が
見
ら
れ
る
と
い
う

（
剣
持
武
彦
「
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
と
ゲ
ー
テ
『
若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』」
上
智
大
学

国
文
学
紀
要
一
九
八
六
・
一
）。
蔵
書
目
録
に
も
888
『Criticism

s,Reflections,and 
M
axim

s of Goethe

』
を
著
録
。

（
（
） 

内
田
老
鶴
圃
、
大
正
十
三
年
四
月
、
第
七
版
。

（
（
） 

中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
・
八
、
第
二
刷
。

（
7
） 

李
逸
安
點
校
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
・
三
。

（
（
） 

呂
本
中
（
一
〇
八
四
～
一
一
三
八
）
の
一
首
、「
山
光
寺
前
、
舟
に
泊
り
雨
に
値
ふ
」

（
五
律
）「
緑
酒　

留
連
の
酔
い
、
紅
燈　

取
次
の
詩
」（『
東
萊
詩
集
』
巻
四
、
頷
聯
）。

明
代
で
は
、
楊
慎
、
清
代
で
は
姚
燮
等
に
見
え
る
。

（
9
） 

菊
池
は
国
史
学
科
卒
。
当
時
、
山
口
高
等
中
学
校
に
在
職
。
そ
の
後
、
二
高
校
長
、

水
戸
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。
藤
田
東
湖
の
全
集
を
編
纂
。

（
10
） 

岩
波
書
店
、
一
九
三
四
・
十
一
、
一
〇
二
頁
。

（
11
） 

勉
誠
社
、
一
九
九
七
・
八
。

（
1（
） 

旧
稿
「
夏
目
漱
石
の
漢
詩
―
修
善
寺
大
患
期
を
中
心
と
し
て
―
」（
第
一
章
注

（
）
上
篇
第
一
章
、
五
～
七
頁
、
及
び
同
論
の
注
（（
参
照
。

（
1（
） 

「
天
地
篇
」
第
三
の
説
話
。
封
人
が
堯
に
長
寿
・
富
・
多
男
子
を
叶
え
て
や
る
と
言

う
が
、
堯
は
拒
絶
す
る
。
封
人
は
、「
帝
郷
」
に
は
「
三
患
も
災
い
も
な
く
、
辱
め
ら

れ
る
事
も
無
い
」
と
説
得
す
る
。
福
永
光
司
解
説
（『
荘
子
』
外
篇
、
朝
日
新
聞
社
、

中
国
古
典
選
、
一
九
六
六
・
十
）
に
拠
れ
ば
、「
帝
郷
」
は
、「
超
越
的
絶
対
者
の
楽
園
」

（
一
六
八
～
九
頁
）。

（
1（
） 

陶
淵
明
の
伝
（『
宋
書
』
巻
五
三
隠
逸
）
に
「
潜
、
音
声
を
解
せ
ず
。
而
る
に
素
琴

一
張
を
蓄
へ
、
弦
無
し
」
と
あ
る
。

（
1（
） 

全
集
巻
三
の
注
解
（
今
西
順
吉
・
出
原
隆
俊
）
に
拠
れ
ば
、「
沖
融
」
は
、「
和
ら
い

だ
、
穏
や
か
な
気
分
」、「
澹
蕩
」
は
、「
の
ど
か
な
落
ち
着
い
た
状
態
」。

（
1（
） 

「
神
往
の
気
韻
」
と
い
う
語
は
、
南
斉
・
謝
赫
『
古
畫
品
錄
』
に
記
さ
れ
た
「
畫
六

法
」
の
中
の
「
気
韻
生
動
」
を
踏
ま
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
17
） 

ほ
か
の
二
首
は
、「
擬
古
」
九
首
其
五
（
巻
四
、
五
古
八
韻
）
の
「
青
松　

路
を
挟

ん
で
生
じ
、
白
雲　

簷
の
端
に
宿
る
」
と
「
閑
情
賦
并
序
」（
巻
五
）。
特
に
前
者
は
、

理
想
的
隠
士
の
住
居
を
描
写
す
る
。

（
1（
） 

鈴
木
虎
雄
譯
註
は
、『
陶
淵
明
詩
解
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
八
・
一
）
一
七
四
頁
。

（
19
） 

一
般
的
に
は
、「
泬
廖
」
を
用
い
る
。『
楚
辭
』「
九
辯
」
の
「
泬
廖
と
し
て
天
高
く

し
て
気
清
し
」
が
有
名
。
空
が
高
く
澄
み
渡
っ
て
い
る
さ
ま
。

（
（0
） 

春
秋
、
楚
の
人
卞べ
ん
か和
の
故
事
。
卞
和
は
山
中
の
原
石
を
厲
王
に
献
上
し
た
が
、
偽
物

と
し
て
左
足
を
切
ら
れ
、
次
代
の
武
王
に
も
献
上
し
て
右
足
を
切
ら
れ
た
が
、
次
の
文

王
に
宝
玉
だ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
（『
韓
非
子
』
和
氏
篇
）。

（
（1
） 

第
一
章
注（
（
）参
照
。

（
（（
） 

漱
石
は
教
師
に
不
向
き
と
思
い
な
が
ら
も
、
勤
勉
に
職
を
全
う
し
て
い
た
。
生
徒
に

頼
ま
れ
て
、
毎
朝
七
時
か
ら
講
義
を
し
た
り
、
夏
休
み
に
も
希
望
者
に
英
語
を
教
え
て

い
た
と
い
う
（
鏡
子
夫
人
述
『
漱
石
の
思
い
出
』
一
〇
）。
生
活
面
で
も
学
生
へ
の
配

慮
を
怠
ら
ず
、
腸
チ
フ
ス
に
か
か
っ
て
落
第
し
た
学
生
に
同
情
し
て
、
友
人
の
学
習
院

教
授
に
無
試
験
入
学
を
依
頼
し
た
（
書
簡
164
明
治
三
十
二
年
二
月
十
日
付
、
立
花
銑
三

郎
宛
）。



一
八

文
学
部
紀
要
　
第
八
十
二
号

（
（（
） 

例
え
ば
赤
木
通
弘
（
狩
野
の
友
人
）
は
明
治
三
十
年
九
月
に
着
任
し
た
が
、「
教
授

の
任
に
不
堪
ざ
る
を
以
て
辞
任
を
申
し
出
ら
れ
候
」（
同
年
十
二
月
七
日
付
狩
野
宛
書

簡
136
）。

（
（（
） 
熊
本
赴
任
二
年
後
、
子
規
宛
て
書
簡
に
「
教
師
を
や
め
て
単
に
文
学
的
の
生
活
を
送

り
た
き
な
り
」
と
本
音
を
打
ち
明
け
、
岳
父
中
根
重
一
に
教
師
を
や
め
た
い
の
で
、
就

職
口
を
相
談
し
た
こ
と
を
記
す
。

（
（（
） 

長
尾
雨
山
、
名
は
甲
、
字
は
子
生
。
明
治
三
十
年
、
五
高
着
任
。
二
年
後
、
東
京
高

等
師
範
学
校
教
授
に
転
任
。
退
職
後
、
大
正
三
年
ま
で
上
海
商
務
印
書
館
で
編
訳
に
従

事
。
帰
国
後
、
京
都
に
居
住
し
、
中
国
学
を
振
興
さ
せ
た
。
雨
山
は
書
画
に
も
造
詣
が

深
く
、
東
京
美
術
学
校
設
立
や
『
國
華
』
の
創
刊
に
尽
力
、
大
正
元
年
に
は
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
の
監
査
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た
。
著
書
に
『
中
國
書
畫
話
』（
筑
摩
書
房
、
一
九

六
五
・
三
）。

（
（（
） 

紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
九
七
・
七
（
第
五
刷
）。「
蛟
」
の
ほ
か
、「
虬
」・「
虯
」
は

蛇
で
あ
る
が
角
が
あ
る
と
い
う
（
三
八
頁
）。

（
（7
） 

晋
・
郭
璞
注
、
王
貽
樑
等
校
釋
『
穆
天
子
傳
滙
校
集
釋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
九
・

五
）
巻
三
所
収
。
②
「
䧙䧙
」
は
、「
陵
」。
王
貽
樑
の
「
前
言
」
に
よ
れ
ば
、
該
書
の
成

立
時
期
は
、
西
周
説
・
秦
漢
以
後
説
・
戦
国
説
の
三
種
が
挙
げ
ら
れ
、
王
氏
は
、
戦
国

説
を
是
と
す
る
。
な
お
日
本
語
訳
、
解
題
・
参
考
文
献
は
、
竹
田
晃
等
訳
注
解
説
『
中

国
古
典
小
説
選
』
1
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
・
七
）
参
照
。

（
（（
） 

北
宋
・
郭
茂
倩
『
楽
府
詩
集
』
巻
八
十
七
「
雜
歌
謡
辭
」
五
所
収
。
末
句
頭
「
尚
」

は
、「
向
」
に
作
る
が
、
採
ら
な
い
。

（
（9
） 

岩
波
書
店
、
一
九
八
四
・
二
、
二
五
八
～
二
七
八
頁
。

（
（0
） 

唐
代
で
は
白
居
易
が
「
遊
悟
眞
寺
」（
五
古
一
百
三
十
韻
）「
往
往
白
雲
過
、
決
開
露

青
天
」
一
首
。
宋
代
に
入
っ
て
南
宋
・
楊
萬
里
「
壬
戌
人
日
南
溪
暮
景
三
首
」
其
三

（
七
絶
）「
坐
看
青
天
起
白
雲
、
化
成
龍
子
鈒
銀
鱗
」（
起
承
句
）
な
ど
。
元
末
明
初
・

胡
奎
「
白
雲
歌
」
は
、「
白
雲
在
青
天
、
浩
蕩
凌
高
風
」
と
そ
の
ま
ま
引
用
。

（
（1
） 

『
全
唐
詩
索
引
』
李
白
巻
（
現
代
出
版
社
、
一
九
九
五
・
八
）
に
拠
れ
ば
、
頻
出
度

の
多
い
順
に
、
白
604
例
・
青
358
例
・
黄
242
例
・
緑
179
例
・
紫
167
例
・
碧
126
例
・
蒼
120

例
・
紅
（（
例
・
赤
（7
例
・
朱
（1
例
・
翠
（0
例
。「
白
」
が
突
出
す
る
の
は
、
名
前
と
同

じ
こ
と
も
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
（（
） 

㉗
「
眇
然
」
の
「
眇
」
は
微
小
の
意
で
「
渺
」
に
通
じ
る
。
さ
す
れ
ば
㉗
は
蘇
軾

「
前
赤
壁
の
賦
」
の
「
蜉か

げ

蝣ろ
う

を
天
地
に
寄
せ
、
渺
た
る
滄
海
の
一
粟
な
り
」
を
容
易
に

想
起
さ
せ
、
人
生
の
儚
さ
と
微
小
な
人
間
存
在
を
詠
う
。

（
（（
） 

成
語
は
、『
孟
子
』「
盡
心
上
」
の
「
仰
ぎ
て
は
天
に
愧
ぢ
ず
、
俯
し
て
は
人
に
愧
ぢ

ず
」
に
基
づ
く
。
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The Early Works of Natsume Soseki’s Chinese Poetry
－Focusing on the Scenic Descriptive Expression－

Mamiko KURODA

Abstract

  Soseki Natsume (1（（7-191（) left over （00 Chinese poems. For the sake of convenience, they are 
divided into four periods in this paper, and it also discusses the work before studying in the UK as 
the first period. As the subject of this paper, I would like to approach the essence of Soseki’s poetry 
through studying how Soseki’s poetry expresses nature, which is of his constant interest, and what it 
means.
  In the first chapter, “Water and Heaven,” the correlation between water and heaven has already 
been recognized in Bulletin No. （1 of the Faculty of Letters, and discusses as a result, a vast space 
that can be called cosmic has been constructed, and they are succeeded and developed the theory of 
the Sheng Tang poetry of Li Po（李白） and Du Fu（杜甫）.
  The second chapter of this paper focuses on color expression. Soseki attaches great importance 
to the colors  in poetry  in the “Literature Theory,” and evaluates Chinese poetry as “especially dis-
tinctive.” His Chinese poetries are also colored with rich colors, and what  tendencies and natures 
they have is revealed.

  In the “Literature Theory,” Soseki sees color as a dualism and describes his interest in comple-
mentary colors. In the first half of this paper, I pointed out that the complementary colors of red and 
green are taken as an example to symbolize the providence of nature  itself  from the viewpoint of 
Zen, as well as the effect of vivid complementary color contrast.

  In the second half,  the most quoted color was “white”, and the reasons were considered. The 
“white” is because of its achromatic color, and it is a tolerant color that can coexist with any color, 
and it is inferred that it can embody the “absolute silence” that Soseki desires. As a result, various al-
legories such as sacred spirituality are expressed, and space-time transcendence such as going back 
and forth to cosmic space, past and future becomes possible. It can be said that the characteristic of 
“white” was manifested and gotten from Li Po’s poetry, and resulted in various expressions of Sose-
ki’s poetry.
  As mentioned above, Soseki knows the characteristics of colors and uses  it effectively  to de-
scribe the landscape expression. Due to the limitation of the papers, other colors will be described in 
the next issue.


